
（公社）北海道
観光振興機構

北海道

長崎県

鹿児島県

熊本県

躍動するD MO躍動
地域観光の未来を創造する先進的取組みに迫る

2015年11月、観光庁によって「日本版ＤＭＯ」が定義されてから１年半が過ぎ、
すでに全国の多くの地域でDMO法人が立ち上がっている。
今後、具体的なマーケティング活動やKPIの設定はどうしていくのがよいのか？
先進的な仕組みを持つ2つの事例をひもときながら、DMOの具体的な運営方法を考えてみよう。
写真=佐藤兼永（P5～9）、向井勝治（P12～13）

 気仙沼ＤＭＯ せとうちDMO

（一社）東北観光
推進機構

（一社）中央日本
総合観光機構（設立予定）

（一社）せとうち
観光推進機構

（一社）山陰
インバウンド機構

（一財）大阪湾ベイエリア
開発推進機構

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌
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企
画
力
、
デ
ー
タ
収
集
力
、
ブ
ラ
ン
ド
力
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ン
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違
い
が
み
え
る
！
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み
え
る
＂観
光
基
本
計
画
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん﹁jalan

﹂
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、﹁
道
﹂﹁
プ

ロ
セ
ス
﹂
の
意
味
で
す
。﹁jalan  jalan

﹂
で
、﹁
散

歩
す
る
﹂﹁
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
﹂﹁
旅
行
す
る
﹂

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

﹁
あ
り
が
と
う
﹂の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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﹁
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２
０
１
７
年
5
月
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
は

全
国
で
１
４
５
法
人
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
概
念
も
か
な
り
定
着
し

て
き
た
が
、
改
め
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
成
功
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
組
織
構
成
、
目
的
設
定
、
具
体
的
な
運

営
方
法
な
ど
、
推
進
し
て
い
く
上
で
の
課
題
は
数
多
く
あ
る
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
２
事
例
は
ど
ち
ら
も
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
求
め
ら

れ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
、

過
去
の
課
題
を
整
理
し
た
う
え
で
、
そ
の
解
決
を
図
る
先
進
的

な
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
組
織
づ
く
り
の

考
え
方
や
地
域
に
お
け
る
役
割
や
機
能
、
事
業
の
設
計
な
ど
、

学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
ど
の
よ
う
に
し
て
今
の
形
に

な
っ
た
の
か
、
こ
こ
ま
で
の
歩
み
と
、
今
年
に
入
っ
て
新
し
く

動
き
始
め
た
事
業
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
意
義
に
つ
い
て
取
材

し
た
。
今
後
の
各
地
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
運
営
に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト
と
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。

先
進
事
例
の
組
織
と
事
業
に
学
ぶ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

エ
ッ
セ
ン
ス
と
は
？

観光庁に登録された地域連携DMO＆地域DMO
（2017年5月12日現在）

観光庁に登録された広域連携DMO
（2017年5月12日現在、出展：観光庁）

広域連携DMO	 6件（P2に記載）
地域連携DMO	 67件
地域DMO	 72件
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栃木県

沖縄県
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震
災
か
ら
の
復
興
の
切
り
札
と
し
て
新
し
い
観
光
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
気
仙
沼
市
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
ず
、

地
域
経
営
と
し
て
継
続
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
構
想
さ
れ
た
。

地
域
を
一
つ
の
企
業
に
見
立
て

モ
レ
と
ダ
ブ
リ
を
解
消
し
た
組
織
づ
く
り

DMO
気仙沼

組織

躍動
する

躍動
市
単
位
の
地
域
経
営
を
目
指
し

メ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
土
台
を
形
成

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
気
仙
沼
市
。
市
の
産
業

の
８
割
を
占
め
る
水
産
業
は
95
％
が
壊
滅

状
態
と
な
り
、
復
興
ま
で
に
は
非
常
に
長

い
時
間
が
見
込
ま
れ
る
中
、
外
貨
の
獲
得

と
地
域
経
済
の
再
生
の
た
め
に
掲
げ
ら
れ

た
の
が
観
光
へ
の
取
り
組
み
だ
っ
た
。

 

「
そ
れ
ま
で
に
も
、
観
光
に
よ
る
地
域
振

興
案
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
震
災
で
地
域

全
体
が
危
機
感
を
共
有
で
き
た
こ
と
、
既

存
の
観
光
施
設
も
打
撃
を
受
け
た
こ
と
も
、

新
し
い
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
後
押
し
に

な
り
ま
し
た
」と
、
取
り
組
み
の
中
心
人

物
で
も
あ
っ
た
気
仙
沼
商
工
会
議
所
会
頭

の
菅
原
昭
彦
氏
は
振
り
返
る
。

　

復
興
関
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
市
外

か
ら
訪
れ
る
人
も
増
え
、
観
光
事
業
者
以

外
の
市
民
の
間
で
、
訪
れ
た
人
を
も
て
な

し
た
り
案
内
し
た
り
す
る「
観
光
マ
イ
ン

ド
」が
培
わ
れ
た
こ
と
も
、
地
域
全
体
で

の
観
光
推
進
を
支
え
る
力
と
な
っ
た
。
２

市
内
の
事
業
者
を
集
め『
観
光
チ
ー
ム
気

仙
沼
』を
組
織
し
て
開
発
し
た
体
験
型
観

光
商
品
は
、
現
在
も『
ち
ょ
い
の
ぞ
き
気

仙
沼
』と
し
て
継
続
販
売
。『
メ
カ
ジ
キ
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
委
員
会
』と
し
て
、
地
元

の
魚
メ
カ
ジ
キ
を
活
用
し
た
ご
当
地
グ
ル

メ
、『
メ
カ
し
ゃ
ぶ
、
メ
カ
す
き
、
メ
カ

カ
レ
ー
』も
開
発
し
た
。
も
う
一
つ
は
人

づ
く
り
。『
ば
！
ば
！
ば
！
の
場
』と
し
て

観
光
事
業
者
以
外
の
市
民
が
自
ら
気
仙
沼

を
体
験
す
る
機
会
を
作
っ
た
こ
と
は
、
市

民
の
観
光
意
識
に
大
き
く
寄
与
し
た（
※
）。

　

こ
う
し
た
商
品
づ
く
り
や
人
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら
せ

な
い
た
め
、
次
に
検
討
さ
れ
た
の
が
仕
組

み
づ
く
り
だ
。
そ
れ
ま
で
の
観
光
施
策
は
、

市
、
商
工
会
議
所
、
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会（
既
存
の
観
光
事
業
者
）、
リ
ア

ス
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
４
者
が
そ

れ
ぞ
れ
に
行
っ
て
い
た
が
、
足
掛
け
２
年

に
わ
た
る
検
討
の
結
果
、
課
題
と
し
て
浮

上
し
た
の
が
取
り
組
み
内
容
の
モ
レ
と
ダ

ブ
リ（
Ｐ
４
表
）。
今
後
継
続
的
に
活
動
を

進
め
て
い
く
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
体
制

を
整
え
、
地
域
全
体
と
し
て
の
共
通
目
標

と
役
割
分
担
を
決
め
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

今
年
４
月
24
日
に
は
、
そ
れ
ま
で
欠
け

て
い
た
戦
略
立
案
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
機
関
と
し
て『
気
仙
沼
観
光
推
進
機

構
』を
設
立
。「
観
光
で
稼
げ
る
地
域
経

営
」を
目
的
に
、
Ｋ
Ｇ
Ｉ
を
観
光
消
費
額

ア
ッ
プ
と
お
い
て
、
金
融
や
商
工
な
ど
観

光
事
業
者
以
外
も
参
加
す
る
形
と
し
た
。

関
係
組
織
か
ら
代
表
者
を
集
め
た
幹
事
会

は
２
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
、
最

新
デ
ー
タ
を
分
析
し
つ
つ
打
ち
手
を
検
討

す
る
。
そ
の
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
や
顧
客

対
策
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
リ
ア

ス
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
改
組
し

た『
一
般
社
団
法
人
気
仙
沼
地
域
戦
略
』

が
担
当
。
そ
の
他
、
市
、
商
工
会
議
所
、

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
で
役
割
分
担

を
明
確
に
し
た（
上
図
）。
機
構
を
経
営

ボ
ー
ド
と
し
、
総
務
部（
市
）、
人
事
部

（
商
工
会
議
所
）、
広
報
販
促
部
・
営
業
部

（
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
）、
経
営
企

画
部
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
・
商
品
開
発

部（
地
域
戦
略
）を
備
え
た
企
業
の
よ
う

な
経
営
組
織
と
も
い
え
る
。

　

同
時
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
体
制
を
象
徴
す
る
施

策
と
し
て
、
経
営
に
必
要
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
機
能
を
盛
り
込
ん
だ『
気
仙
沼
ク
ル

ー
カ
ー
ド
』事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
Ｐ
７
か
ら
詳
し
く
ご
紹
介
す
る
。

０
１
２
年
に
は
、
観
光
業
以
外
の
事
業
者

も
参
加
し
て『
観
光
戦
略
会
議
』を
設
置

し
、
水
産
と
観
光
の
融
合
な
ど
の
戦
略
を

策
定
。
２
０
１
３
年
に
は
既
存
の
観
光
組

織
と
は
別
に
、
新
た
に『
社
団
法
人
リ
ア

ス
観
光
創
造
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』を
設

立
、
観
光
意
識
の
芽
生
え
た
市
民
の
力
を

活
用
す
る
た
め
の
方
法
を
模
索
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
商
品
づ
く
り
。

震
災
を
機
に
危
機
感
を
共
有
し

「
観
光
で
稼
ぐ
」
こ
と
を
決
意

地
域
を
一
企
業
に
見
立
て
た

モ
レ
・
ダ
ブ
リ
の
な
い
組
織
へ

これまでの観光施策と
DMO構想の着眼点
これまでの観光施策
観光商品開発

（『ちょいのぞき気仙沼』開催、
『メカしゃぶ、メカすき、メカカ
レー』開発）
市民の観光人材化

（『ば！ば！ば！の場』開催）

過去からの学びと着眼点
モレ・ダブリ解消の必要性
観光関係団体間での役割分担
が不明確。誰も着手していない

「モレ」、複数の団体で行ってい
る「ダブリ」が発生していた

市全体で共通の
目標設定と、組織ごとの

役割分担が必要

各組織の活動に見られたモレとダブリ

誘客営業
受入れ
商品開発
情報発信
イベント対応
施設整備
観光戦略設計

◯
◯

◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯
△
◯
◯

◯
◯
◯

市 商工
会議所

観光
コンベン
ション
協会

リアス
観光創造
プラット
フォーム

ダブり

モレ

気仙沼DMOの
組織イメージ

組織の構成
気仙沼観光推進機構
事務局／一般社団法人気仙沼地
域戦略
気仙沼市
気仙沼商工会議所
観光コンベンション協会
本吉唐桑商工会
その他構成団体
漁業協同組合、
農業協同組合、まちづくり団体等
市民中心の部会
観光チーム気仙沼、メカジキブラ
ンド化推進委員会、ば！ば！ば！の
場等
運営資金
市の補助金
『気仙沼クルーカード』運用益

気仙沼
クルーカード
➡詳細はP7～

『気仙沼観光推進機構』設立総会には、市長、
観光コンベンション協会会長、商工会議所会
頭のほか、市のキャラクター『ホヤぼーや』も
登場して地域一丸の取り組みをアピール

※これらの活動について詳しくは本誌2016年3月号『とーりまかし研究年鑑2017』でもご紹介しています。http://jrc.jalan.net/j/tk.html

気仙沼DMOの
KGI

地域消費額アップ
（年度、数値は検討中）

今年度の重点事業テーマ
『気仙沼クルーカード』による
データ収集と具体的な事業計画
の設定

市民参加の主要部会
□観光チーム気仙沼
□メカジキブランド化
　推進委員会
□ば！ば！ば！Project など

運営 出席

出席進捗管理

適
宜
出
席

適
宜
出
席

出席

来訪
サービス・商品の提供

委託

その他構成団体
□漁業協同組合
□農業協同組合
□まちづくり団体
　など

気仙沼市（行政）
インフラ・設備整理

2次交通の整備・開発

イベントと祭りの整理

気仙沼観光コンベン
ション協会

観光案内所の運営

受入の整理

誘客営業

気仙沼
商工会議所

事業者育成・支援

食のグルメ開発

エージェント

戦略・マーケティング

プロモーション

商品開発・インバウンド

市民観光意識醸成
ガイド育成

気仙沼観光推進機構

（事務局）
一般社団法人

気仙沼地域戦略

観光客

地域住民 市内事業者
（宿泊・物販・その他）
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仙
沼
D
M
O

5 June  2017　



Ｄ
Ｍ
Ｏ
＝
地
域
経
営
と
考
え
れ
ば

観
光
以
外
の
事
業
者
も

自
然
と
仲
間
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
以
前
に
取
り
組
ん
で
き
た

観
光
施
策
が
必
ず
あ
る
は
ず
。

そ
れ
を
整
理
す
る
の
が
結
局
は
早
い

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
地
域
経
営
で
あ
り
、
目
的
は
地
域
に
お
金
を
貯
め
る
こ
と—

—

成
功
事
例
で
あ
る
ス
イ
ス
・
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
ケ
ー
ス
を
再
現
す
る
た
め
に
、

着
目
し
た
の
が
会
員
制
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
だ
。

デ
ー
タ
収
集
と
資
金
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
し
、

地
域
に
お
金
を
貯
め
る「
気
仙
沼
ク
ル
ー
カ
ー
ド
」

DMO
気仙沼

事業

躍動
する

躍動
　

気
仙
沼
が
参
考
に
し
た
ス
イ
ス
・
ツ
ェ

ル
マ
ッ
ト
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ケ
ー
ス
に
は
３
つ

の
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
❶
意
思
決
定
機
関
の
存
在
。
各

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
バ
ラ
バ
ラ
な
取
り
組
み
を

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
行
政
、
観
光
局
、

ブ
ル
ガ
ー
ゲ
マ
イ
ン
デ（
地
元
住
民
組

織
）ほ
か
６
者
が
ボ
ー
ド
会
を
形
成
し
、

地
域
を
一
つ
の
会
社
と
見
立
て
た
戦
略
の

策
定
と
意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
。
気
仙

沼
で
も
、
意
思
決
定
機
関
と
し
て
の
気
仙

沼
観
光
推
進
機
構
を
設
立
し
、
幹
事
会
で

戦
略
の
策
定
を
行
っ
て
い
く
体
制
を
整
え

た
の
は
前
出
の
通
り
だ
。

　

さ
ら
に
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
ケ
ー
ス
で
は
、

❷
観
光
事
業
運
営
と
は
別
に
デ
ー
タ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
特
化
し
た
組
織
が
あ
り
、

❸
財
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
が
整
っ

て
い
る
。
❷
に
つ
い
て
は
、
観
光
局
が
宿

の
宿
泊
名
簿
や
飲
食
店
・
土
産
物
屋
の
買

い
物
履
歴
を
共
有
し
て
一
元
管
理
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
誘
客
を
行
い
、
訪
れ
た
観

光
客
を
相
手
に
事
業
者
が
利
益
を
上
げ
る

と
い
う
よ
う
に
役
割
を
は
っ
き
り
分
け
た

上
で
、
徹
底
し
た
デ
ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
。
❸
に
つ
い
て
は
、
観

光
局
は
各
事
業
者
か
ら
地
域
売
上
に
応
じ

た
目
的
税（
観
光
促
進
税
・
宿
泊
税
）を

徴
収
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
誘
客
活
動

の
資
金
を
賄
い
、
ブ
ル
ガ
ー
ゲ
マ
イ
ン
デ

は
、
各
事
業
者
の
売
り
上
げ
増
に
伴
う
出

資
で
活
動
資
金
を
賄
う
と
い
う
形
で
成
立

し
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一
括
管

理
に
よ
る
地
域
全
体
へ
の
誘
客
と
、
目
的

税
を
活
用
し
た
運
営
が
、
地
域
に
お
金
が

た
ま
る
仕
組
み
を
生
ん
で
い
る
の
だ
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
ど
の
よ

う
に
導
入
す
る
の
か
？
個
人
情
報
保
護
法

の
存
在
や
目
的
税
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
の
高

さ
を
考
え
る
と
、
気
仙
沼
で
全
く
同
じ
方

法
は
取
れ
な
い
。
そ
こ
で
同
様
の
機
能
を

持
つ
仕
組
み
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が

『
気
仙
沼
ク
ル
ー
カ
ー
ド
』事
業
だ
。

活
動
の
財
源
を
確
保
し
つ
つ

デ
ー
タ
を
集
め
る
に
は
？

『気仙沼クルーカード』

『気仙沼クルーカード』のサービス内容
サービス開始：2017年4月　参画事業者：50社（2017年4月現在）

データの流れ　 ポイントの流れ　 資金の流れ

会員（観光客、その他市外在住者、地域住民、など）は、気仙沼市内の加盟店での買い物のほか、EC
サイトでもポイントを貯められるが、使用できるのは市内だけなので地域にお金が貯まる。また、ポイント
システムの運営手数料や失効益の一部はDMOの運営資金となる

海外の例を参考にした
気仙沼の取り組み

❶意思決定

❷データ
　マーケティング

❸財源
　マネジメント

６者ボード会運営に
よる観光戦略立案・
推進
顧客データを地域で
一括管理→マーケ
ティング・販促強化

地域売上に応じた目
的税を活用した公的
組織の運営

気仙沼観光推進機構
の定期的実施

『気仙沼クルーカード』
顧客データを活用し、
気仙沼観光推進機構
で一元化

『気仙沼クルーカード』
のポイント失効益を財
源化

ツェルマット 気仙沼

　

気
仙
沼
市
で
は
、
自
然
増
減
、
社
会

増
減
合
わ
せ
て
１
年
に
約
１
．
３
％
の

ペ
ー
ス
が
人
口
が
減
っ
て
い
ま
す
。
観

光
は
こ
う
し
た
人
口
減
少
に
よ
る
消
費

規
模
の
減
少
を
緩
和
す
る
切
り
札
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ダ
ブ
り
の

な
い
戦
略
が
取
れ
る
こ
と
で
す
。
た
と

え
ば
、
地
域
内
に
同
じ
よ
う
な
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
状
態

は
、
役
割
分
担
が
で
き
て
い
な
い
典
型

的
な
例
。
人
気
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
こ
ん

な
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う

事
態
を
解
消
す
る
に
は
、
市
か
ら
の
お

金
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
配
る
の
で
は
な
く
、

１
カ
所
に
ま
と
め
て
出
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
存
在
で
そ
れ
も
や
り

や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
地
域
経
営
そ
の
も
の
。

今
回
、
気
仙
沼
観
光
推
進
機
構
の
設
立

と
同
時
に
『
気
仙
沼
ク
ル
ー
カ
ー
ド
』

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
観
光

客
だ
け
で
な
く
市
民
に
も
持
っ
て
も
ら

い
、
ゆ
く
ゆ
く
は
健
康
診
断
や
体
育
施

設
の
利
用
に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
考

え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
市
民

の
健
康
が
増
進
さ
れ
れ
ば
、
観
光
に
投

資
し
た
お
金
を
保
険
財
政
で
取
り
戻
せ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
地
域

経
営
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
観

光
事
業
者
だ
け
で
は
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

セ
ク
タ
ー
の
人
が
自
然
に
仲
間
に
加
わ

り
、
向
上
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　

個
人
的
に
は
、
高
齢
化
と
は
旅
行
を

す
る
時
間
の
あ
る
人
が
増
え
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
国
内
観
光
に
は
ま

だ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
は
ず
。
首
長

同
士
も
手
を
取
り
合
い
、
も
っ
と
日
本

の
中
で
人
を
動
か
し
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

 

『
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
都
市
宣
言
』や
水
産

と
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
案
な
ど
、
以

前
か
ら
構
想
は
あ
り
な
が
ら
も
な
か
な

か
前
進
し
な
か
っ
た
観
光
施
策
が
加
速

し
た
の
は
震
災
以
降
の
こ
と
。
そ
れ
で

も
、
リ
ア
ス
観
光
創
造
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
設
立
し
た
と
き
に
は
、
既
存
の

観
光
事
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら「
屋
上
屋

で
は
な
い
か
」と
の
批
判
も
あ
り
、
一

対
一
の
対
話
で
意
見
を
聞
き
、
既
存
の

観
光
事
業
の
利
益
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
考
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
続
け
る
こ

と
で
理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
市
外

か
ら
来
た
出
向
者
の
存
在
も
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
外
か
ら
来
て
頑
張
っ

て
い
る
若
い
人
に
邪
険
に
で
き
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
ら
ね（
笑
）。

　

そ
う
し
た
地
道
な
活
動
の
結
果
、
業

種
を
超
え
た
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
、

『
ち
ょ
い
の
ぞ
き
気
仙
沼
』の
メ
ニ
ュ

ー
数
も
増
え
、
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ

る
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
始
め
た
頃
に
は
、

お
互
い
が
協
力
し
合
う
関
係
を
築
く
こ

と
も
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
は

約
３
年
の
月
日
を
要
し
ま
し
た
。
同
時

に
、
そ
の
中
で
整
理
す
る
べ
き
課
題
も

浮
上
し
て
き
て
い
た
。
私
た
ち
に
と
っ

て
は
、
こ
う
し
た
議
論
や
行
動
の
積
み

重
ね
の
延
長
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
地
域
が

気
仙
沼
よ
り
多
く
、
過
去
の
積
み
上
げ

を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
国
の
後
押
し
を
力
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
化

を
図
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て

地
域
を
ま
と
め
て
い
く
の
も
と
き
に
は

有
効
だ
と
思
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
こ

れ
ま
で
の
積
み
上
げ
が
あ
る
の
な
ら
、

ま
ず
は
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
こ
ろ
か

ら
入
る
の
が
、
お
互
い
の
理
解
が
進
み
、

当
事
者
意
識
も
芽
生
え
、
遠
く
見
え
て

近
道
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

気仙沼市長
菅原 茂氏

Key man❶

すがわら・しげる　気仙沼市出身。東京水産
大学（現東京海洋大学）への進学を機に上京
し、大手商社勤務中にはオランダ駐在も経験。
その後気仙沼市にUターン、衆議院議員秘書
等を経て2010年気仙沼市長に就任。「日本一
水産に詳しい市長」として観光と水産の融合
に取り組む。

気仙沼商工会議所 会頭
菅原昭彦氏

Key man❷

すがわら・あきひこ　2003年の気仙沼スロー
フード都市宣言の際には民間側の代表を務め、
商工会議所55周年事業として水産と観光によ
る地域振興プランを提案するなど市の産業施策
に深く関わってきた経歴の持ち主。創業105年
を迎える気仙沼の老舗蔵元、株式会社男山本
店の5代目社長でもある。

DMO

気仙沼市外

一般的なECサイトで
カードを登録すると、買
い上げ額の1％付与

Yahoo! ニッセン
Etc.じゃら

ん
	net

気仙沼市内

一般的な通販サイトで
カードを登録すると、買
い上げ額の1％付与

ポイント使用は
気仙沼市内
でのみ可能

プロモーション

期限切れの
失効ポイントはDMOへ

手数料 買い上げ額の2％
デ
ー
タ
提
供

宿
物産店
飲食店

観光客・地域住民

K
e
y m

a
n
’s vie

w

K
e
y m

a
n
’s vie

w

ポイント付与
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『
気
仙
沼
ク
ル
ー
カ
ー
ド
』は
、
市
内

の
加
盟
店（
宿
、
飲
食
店
、
物
販
店
な
ど
）

で
提
示
す
る
と
、
１
０
０
円
で
１
ポ
イ
ン

ト
が
貯
め
ら
れ
る
カ
ー
ド
。
店
舗
に
よ
っ

て
会
員
の
み
の
特
典
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
外
部
の
約
１
５
０
０
の
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
で
も
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
各
サ
イ
ト
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
別
に

『
気
仙
沼
ク
ル
ー
カ
ー
ド
』の
ポ
イ
ン
ト

を
Ｗ
で
貯
め
ら
れ
る
の
も
特
徴
だ
。
貯
め

た
ポ
イ
ン
ト
は
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
で
使

用
可
能
だ
が
、
使
え
る
の
は
主
に
気
仙
沼

市
内
の
加
盟
店
の
み
。
こ
の
こ
と
で
、
発

行
し
た
ポ
イ
ン
ト
分
の
お
金
は
地
域
に
落

ち
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト

の
有
効
期
限
は
、
付
与
日
の
翌
年
の
12
月

31
日
ま
で（
最
長
２
年
）だ
が
、
そ
れ
ま

で
に
使
い
切
れ
な
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、

単
に
失
効
す
る
の
で
は
な
く
、
気
仙
沼
市

に
寄
付
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

事
業
者
側
か
ら
見
た
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
顧
客
の
囲
い
込
み
効
果

と
と
も
に
、
デ
ー
タ
収
集
と
そ
れ
に
基
づ

く
販
促
活
動
が
可
能
に
な
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
地
域
と
し
て
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
訪
れ
た
顧
客
の
デ

ー
タ
を
カ
ー
ド
会
員
デ
ー
タ
と
い
う
形
で

一
元
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

し
て
の
デ
ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
盤

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
に
よ
り
、
地
域
を
訪
れ
た
人
の
属
性
や

購
入
履
歴
の
分
析
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、

会
員
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
の
誘
客

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
可
能
に
な
る
。
な
お
、

地
域
全
体
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
事
務
局

で
あ
る
気
仙
沼
地
域
戦
略
が
管
理
す
る
が
、

個
店
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
各
事
業
者
に
公

開
。
個
店
で
は
難
し
い
顧
客
デ
ー
タ
の
構

築
を
実
現
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
に

活
用
で
き
る
の
は
加
盟
店
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
だ
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
財
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う

点
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
加
盟
店
は
、

カ
ー
ド
会
員
へ
の
売
り
上
げ
金
額
に
対
し

３
％
分
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
収
め
る
が
、
こ
の
う

ち
１
％
が
カ
ー
ド
会
員
に
付
与
す
る
ポ
イ

ン
ト
の
原
資
と
な
り
、
残
り
の
２
％
は
カ

ー
ド
事
業
の
運
営
手
数
料
と
な
る
。
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
行
う
カ
ー
ド
事
業
の
運
営
＝
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
の
た
め
の
資
金
を
、
参
画

事
業
者
が
広
く
負
担
す
る
仕
組
み
が
実
現

し
た
形
だ
。
も
う
一
つ
財
源
と
な
る
の
は

有
効
期
限
切
れ
の
ポ
イ
ン
ト
失
効
益
。
一

般
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
で
は
、
全
付

与
ポ
イ
ン
ト
の
５
割
近
く
が
使
用
さ
れ
な

い
ま
ま
失
効
す
る
と
い
う
が
、『
気
仙
沼

ク
ル
ー
カ
ー
ド
』の
場
合
は
、
こ
れ
が
そ

の
ま
ま「
寄
付
」さ
れ
、
そ
の
一
部
が
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
運
営
資
金
と
な
る（
Ｐ
７
図
参
照
）。

　

今
年
４
月
25
日
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
点

で
加
盟
店
は
48
。
た
だ
し
今
回
の
加
盟
店

は
モ
ニ
タ
ー
店
舗
と
い
う
位
置
づ
け
で
、

初
年
度
は
、
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と

に
今
後
の
事
業
計
画
を
設
計
し
て
い
く
予

定
だ
。「
１
年
間
で
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
ど
こ
に
も
っ
て
い
く
の
か
を
決

め
る
の
が
目
標
の
一
つ
」と
気
仙
沼
地
域

戦
略
ス
タ
ッ
フ
の
渡
邊
幸
市
氏
は
語
る
。

　

参
画
の
呼
び
掛
け
は
気
仙
沼
地
域
戦
略

の
理
事
以
下
８
名
の
メ
ン
バ
ー
が
直
接
訪

問
し
て
行
っ
た
が
、
２
カ
月
と
い
う
短
期

間
で
予
定
の
50
店
に
到
達
。
中
に
は
、
売

り
上
げ
の
３
％
と
い
う
負
担
額
を
理
由
に

参
画
を
見
送
る
事
業
者
も
あ
っ
た
が
、
少

な
い
負
担
額
で
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
入

手
で
き
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
事
業
者
も
。

「
今
回
加
盟
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

反
対
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
事

業
者
さ
ん
も
多
か
っ
た
」と
理
事
の
小
野

寺
雄
志
氏
は
手
ご
た
え
を
語
る
。「
参
画

し
て
も
ら
っ
た
ら
終
わ
り
で
は
な
く
、
今

後
面
白
い
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ

と
こ
そ
重
要
」と
語
る
の
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
小
柳
朋
子
氏
。
そ
の
た
め
に
、
今
後
も

加
盟
店
や
市
民
と
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
。

　

こ
れ
と
平
行
し
て
進
め
る
の
は
カ
ー
ド

会
員
の
獲
得
。
目
標
は
、
初
回
に
作
成
し

た
カ
ー
ド
２
万
枚
を
今
年
度
中
に
配
付
し

き
る
こ
と
だ
。
市
外
在
住
者
に
向
け
て
は
、

気
仙
沼
地
域
戦
略
の
メ
ン
バ
ー
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
つ
な
が
る
関
係
者
に
直
接
入
会
を
勧
め

た
り
、
加
盟
店
の
店
頭
で
会
計
時
に
直
接

入
会
を
呼
び
掛
け
る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
気
仙
沼
へ
の
納
税
者
や
、
市
外

か
ら
の
復
興
支
援
者
と
の
縁
を
き
っ
か
け

に
生
ま
れ
た『
気
仙
沼
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
』

の
メ
ン
バ
ー
に
、
ギ
フ
ト
と
し
て
進
呈
す

る
方
法
も
模
索
中
だ
。

　

ま
た
、
市
内
在
住
者
に
つ
い
て
は
１
０

０
％
加
入
が
目
標
だ
。
実
は
気
仙
沼
ク
ル

ー
カ
ー
ド
は
、「
街
の
買
い
物
が
お
得
に

な
る（
ポ
イ
ン
ト
、
特
典
な
ど
）」「
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
も
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま

る
」「
ポ
イ
ン
ト
が
寄
付
で
き
る
」ほ
か
に

も
う
一
つ
、「
生
活
を
便
利
に
！
楽
し

く
！
」と
い
う
機
能
を
掲
げ
て
い
る
。
想

定
し
て
い
る
の
は
、
気
仙
沼
市
内
で
の
公

的
施
設
の
利
用
証
と
し
て
使
え
た
り
、、

市
民
活
動
へ
の
参
加
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま

る
な
ど
、
市
内
在
住
者
に
向
け
た
サ
ー
ビ

ス
。
行
政
側
か
ら
出
て
い
る
ア
イ
デ
ア
も

す
で
に
70
弱
に
の
ぼ
り
、
将
来
的
に
は
こ

う
し
た
サ
ー
ビ
ス
も
事
業
の
中
に
組
み
込

ん
で
い
く
考
え
だ
。

　

運
営
側
に
は
、
単
な
る
ポ
イ
ン
ト
ビ
ジ

ネ
ス
と
い
う
認
識
は
な
い
。「
ク
ル
ー
カ

ー
ド
は
あ
く
ま
で『
今
ま
で
で
き
な
か
っ

た
何
か
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
』た
め
の

も
の
。『
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
で
す
』と
言
っ

て
し
ま
え
ば
話
は
早
い
が
、
そ
こ
は
遠
回

り
し
て
で
も
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た

い
」と
理
事
の
齊
藤
道
有
氏
は
語
る
。
会

員
獲
得
も
、
単
な
る
ポ
イ
ン
ト
の
バ
ラ
ま

き
で
は
な
く
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
通
じ

て
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
生
か
し
つ
つ
、

「
気
仙
沼
と
い
う
経
済
圏
を
形
成
す
る
仲

間
＝
ク
ル
ー
を
つ
く
る
」と
い
う
意
識
で

臨
ん
で
い
る
。

　

本
当
に
解
決
す
べ
き
課
題
は
人
口
減
に

よ
る
経
済
の
衰
退
。
そ
の
た
め
に
観
光
客

は
も
ち
ろ
ん
、
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地

域
出
身
の
市
外
在
住
者
な
ど
、
経
済
的
な

つ
な
が
り
の
あ
る
人
を
す
べ
て
取
り
込
み

た
い
。
気
仙
沼
ク
ル
ー
カ
ー
ド
は
そ
ん
な

「
つ
な
が
り
人
口
」を
集
約
す
る
基
盤
で

も
あ
る
の
だ
。

デ
ー
タ
収
集
・
分
析
に
向
け

ポ
イ
ン
ト
会
員
制
度
を
導
入

初
年
度
は
デ
ー
タ
を
も
と
に

事
業
計
画
の
設
計
を
目
指
す

「
つ
な
が
り
人
口
」
で
支
え
る

地
域
経
営
の
基
盤
と
し
て

参画事業者の声

サービス2週間での入会者数はすでに1000人を超える。事務局
も問い合わせなどの対応に追われた

左から気仙沼地域戦略小野寺氏、渡辺氏、平井氏、小柳氏、齊藤氏。平井氏と
小柳氏以外は気仙沼市内で別の仕事を持ちつつ活動している

　気仙沼は、JRCも戦略検討の段階（2013年）
から参加協力してきた経緯があり、今回、気仙
沼観光推進機構が生まれ、各事業も実装フェー
ズに入り、新たな1ページが始まったことは大変
感慨深い。
　誌面でも触れたとおり、気仙沼はDMOを「地
域経営」の仕組みと捉え、スイス・ツェルマットで
の学びを活かしながら磨き上げた。そして、動き
始めた具体的な事業戦略の中身も秀逸だ。戦
略は以下3つに分類される。①商品づくり（『ちょ
いのぞき気仙沼』等）②人づくり（『ば!ば!ば!の場』
等）③仕組みづくり（気仙沼観光推進機構設立、
気仙沼クルーカード事業等）である。とくに気仙
沼クルーカードは、DMOが手がける顧客データ
ベースによるマーケティング基盤として、各地に
この先の活動も注目してほしい事業だ。JRCとし
ても期待したい。
　今回の取材時「この取組みのGOAL、成功と
は何だろうか？」と思いを巡らせていた。そんな時、

気仙沼のカフェで店員をしていた20代前半の若
者と話す機会があった。彼は生まれも育ちも気
仙沼。他地域で働く気持ちは今後も無い、とい
う。どうして？と聞くと、震災もあったが少しずつ
変わり続ける今の気仙沼が彼にとって魅力的で、
たとえ東京に行ったところで自分の過ごしたい生
活も仕事もない、と。「もしかしたら、これかもし
れない」と考えた。地域は、常に進化･成長を続
けなければいけない、そこに終わりはない。進化・
成長を続ける地域は、今より明日、明後日の方
がきっと面白い、と若い世代にも魅力的な場所
になる。進化・成長が継続することがGOALであ
り成功なのではないか。DMOによる地域経営
に求められている視点の１つではないだろうか。
気仙沼の歩みだした一歩に、それを感じた。

終わりなき進化・成長を続ける地域は、強い

考察

小規模事業者でも
安心して顧客データが
得られることに期待
今までお客様受入れはエージェント
経由が中心。「お客様第一」と心がけ
てはいても、反応を直接知るのは難
しく、行き届いていないところもあっ
たのではと思います。かといって、自
前でお客様のデータを集めようにも、
システム構築にはコストがかかるう
え、そもそも自分たちのような規模の
事業者が個人情報を適切に管理す
るのは困難。『気仙沼クル—カード』
を通じて、売り上げの3％の費用負
担でデータが得られるのなら安いも
のだと思います。お客様に何をする
べきかが明らかになれば、とくに現
場のスタッフの意識が変わるはず。
地域全体でおもてなしレベルが上が
るのではと期待しています。

市内ではホテル2軒と土産物店2店を経
営。東北全域で9つの水産加工場を持
ち、水産加工品開発にも取り組む。

株式会社阿部長商店
代表取締役
阿部泰浩氏

DMO事業としての
ポイント

市内外で会員を募り、地域経
営に巻き込む

マーケティングに必要な資金を
事業内で確保

個人情報問題を解決しつつ地
域でデータを一元化

じゃらんリサーチセンター
研究員
北嶋緒里恵
2009年よりJRCに。DMO研究、新規旅行需
要発掘、宿泊業の労働生産性課題等を担当。
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サ
ー
ビ
ス
・
商
品
の
提
供

来
訪

『
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
』は
、
瀬
戸
内
エ
リ
ア
の
７
県
が
参
加
す
る
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
。

地
域
の
観
光
事
業
を「
育
て
る
」と
い
う
発
想
の
も
と
、

金
融
機
関
と
と
も
に
、
資
金
面
で
の
事
業
者
支
援
を
可
能
に
し
た
組
織
が
特
徴
だ
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
と
金
融
支
援

２
つ
の
機
能
を
両
立
し
た
先
進
性

DMO
せとうち

組織

躍動
する

躍動
広
域
連
携
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
見
据
え
た

世
界
レ
ベ
ル
の
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
す

　
「
せ
と
う
ち
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
瀬

戸
内
海
沿
岸
の
県
が
一
体
と
な
っ
て
観
光

地
づ
く
り
に
取
り
組
む
ア
イ
デ
ア
の
起
源

は
、
湯
﨑
英
彦
広
島
県
知
事
が
２
０
０
９

年
に
提
唱
し
た「
海
の
道
構
想
」に
遡
る
。

こ
の
と
き
３
年
間
か
け
て「
行
政
に
よ
る

観
光
の
仕
事
」へ
の
振
り
返
り
を
行
っ
た

こ
と
が
、
現
在
の
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
組

織
づ
く
り
の
原
点
。
そ
の
結
果（
下
）を

踏
ま
え
、
専
門
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
一
般
社
団
法
人

せ
と
う
ち
観
光
推
進
機
構（
以
下
Ｓ
Ｔ

Ａ
）と
、
地
銀
と
と
も
に
事
業
者
育
成
に

向
け
て
資
金
面
、
経
営
面
で
の
支
援
を
行

う
株
式
会
社
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン（
以
下
Ｓ
Ｂ
Ｃ
）に
よ
る
Ｄ
Ｍ

Ｏ
組
織
が
構
想
さ
れ
た
と
い
う
。

　

瀬
戸
内
海
沿
岸
の
府
県
は
合
計
11
。
そ

れ
だ
け
の
広
域
を
束
ね
、
な
お
か
つ
複
数

の
民
間
金
融
機
関
の
協
力
を
得
る
の
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
２
０
１

３
年
に
開
催
が
決
ま
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、「
こ
の
ま

ま
で
は
ま
す
ま
す
一
極
集
中
が
進
ん
で
し

ま
う
」と
い
う
地
域
共
通
の
危
機
感
を
生

ん
だ
。
香
川
県
で
産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
担
当
し
て
い
た
Ｓ
Ｔ
Ａ
事
業
副
本
部
長

の
岩
瀬
俊
一
氏
は
こ
う
語
る
。「
瀬
戸
内

の
県
の
物
産
は
ど
れ
も
少
量
多
品
種
。
観

光
資
源
に
つ
い
て
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り

す
る
』と
い
う
意
味
で
同
じ
方
向
を
向
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
２
０
１
６
年

３
月
に
瀬
戸
内
エ
リ
ア
の
７
県
が
参
加
す

る
Ｓ
Ｔ
Ａ
、
同
４
月
に
地
銀
７
行
が
参
加

す
る
Ｓ
Ｂ
Ｃ
が
設
立
さ
れ
、
せ
と
う
ち
Ｄ

Ｍ
Ｏ
と
し
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
事
業
本
部
長
の
村
橋
克
則
氏
は
、

「
我
々
の
仕
事
は
事
業
者
が『
や
り
た
い
』

と
思
え
る
た
め
の
支
援
」と
D
M
O
の
役

割
を
定
義
す
る
。

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

専
門
家
で
も
あ
る
村
橋
氏
の
ほ
か
、
参
加

７
県
と
観
光
関
連
企
業
か
ら
の
出
向
者
で

構
成
さ
れ
る
組
織
。
担
当
す
る
の
は
❶
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
❷
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
❸
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
❹
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
支
援
❺

環
境
整
備
な
ど
だ（
上
図
参
照
）。
❶
で

は
、
フ
ァ
ン
数
60
万
を
誇
る
自
社
Ｗ
Ｅ
Ｂ

メ
デ
ィ
ア『
瀬
戸
内
F
i
n
d
e
r
』で

情
報
発
信
し
た
り
、
産
品
を
登
録
で
き
る

『
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
』を
管
理
、
越
境
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
で
海
外
向
け
に
産
品
を
販
売
し

て
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
る
。
❷
で
は
訪
日

客
へ
の
調
査
で
彼
ら
が
泊
ま
り
た
い
宿
の

要
素
を
抽
出
し
た
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
動
画
視

聴
結
果
か
ら
訪
日
客
の
行
動
を
把
握
す
る

な
ど
の
調
査
を
実
施
、
分
析
中
だ
。
❺
で

は
、
広
域
観
光
拠
点
地
区
の
市
町
単
位
で

訪
日
客
受
入
整
備
状
況（
多
言
語
対
応
や

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
状
況
な
ど
）の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
海
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
掲
載
済
み
等
の
約
８
０
０
ス
ポ
ッ
ト
に

つ
い
て
調
査
す
る
な
ど
し
て
、
各
自
治
体

に
情
報
提
供
。
旅
行
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
は
事
業
者
や
自
治
体
に
任
せ
る
が
、

そ
の
た
め
の
環
境
整
備
な
ど
は
各
県
と
の

強
い
つ
な
が
り
を
持
つ
Ｓ
Ｔ
Ａ
が
行
う
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
、
企
業
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
お

い
て
事
業
再
生
・
企
業
育
成
の
豊
富
な
経

験
を
持
つ
水
上
氏
の
も
と
、
金
融
機
関
な

ど
か
ら
の
出
向
者
で
構
成
さ
れ
る
組
織
。

総
額
約
１
０
０
億
円
の『
せ
と
う
ち
観
光

活
性
化
フ
ァ
ン
ド
』を
５
年
で
投
資
す
る

こ
と
を
目
指
す
。
特
徴
的
な
の
は
❻
資
金

面
で
の
支
援
を
行
う
だ
け
で
な
く
❼
経
営

面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
う
こ
と
だ
。

「
投
資
先
は『
作
る
』こ
と
も
必
要
。
そ
の

た
め
に
は
事
業
の
改
善
提
案
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
単
に
事
業
に
お
金
を
貸
し

て
回
収
す
る『
融
資
』と
、『
投
資
』の
違

い
で
す
」（
水
上
氏
）。
２
０
１
６
年
度
に

は
す
で
に
3
件
の
投
資
先
が
決
定
済
み
だ
。

ま
す
。
し
か
し『
せ
と
う
ち
』と
し
て
ま

と
ま
れ
ば
訪
日
客
に
も
訴
求
で
き
る
規
模

に
な
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う
現
状
で

は
手
薄
な
部
分
が
、
自
県
で
は
な
く『
せ

と
う
ち
』に
観
光
客
を
引
き
込
も
う
と
い

う
意
識
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

 

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う
成
長
要
素
は
地

銀
に
と
っ
て
も
魅
力
的
」と
語
る
の
は
、

Ｓ
Ｂ
Ｃ
代
表
取
締
役
社
長
の
水
上
圭
氏
。

「
地
域
の
中
で
生
き
る
金
融
機
関
に
と
っ

て
地
域
経
済
の
活
性
化
は
大
き
な
関
心
事
。

行
政
と
の
関
係
も
深
く
、『
地
域
を
よ
く

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
×
金
融
の

２
本
柱
で
地
域
を
「
育
て
る
」

資
金
面
も
含
め
た
支
援
で

事
業
者
の
意
欲
を
引
き
出
す

せ
と
う
ち
D
M
O

せとうちDMOの組織イメージ 

これまでの振り返りと
DMO構想の着眼点
振り返りポイント①
プロフェッショナルの必要性
行政にはマーケティング、プロ
モーションの専門家がおらず、
ノウハウの蓄積もない。

民間から招いた専門家による
マーケティング、

プロモーションの機能が必要

振り返りポイント②
事業者育成の必要性
行っていたのは観光客を連れ
てくるところまで。あとは事業者
任せだった。

投資など資金面での
援助を含めた事業者育成の

機能が必要

組織の構成
一般社団法人せとうち
観光推進機構
参加自治体／兵庫県、岡山県、
広島県、山口県、徳島県、香川県、
愛媛県
専任社員／1名（事業部長）
出向社員／7県、観光事業者等よ
り
運営資金
観光庁補助金「広域観光周遊
ルート形成促進事業」
7県による負担金
社員企業（出向元）による負担金
株式会社瀬戸内
ブランドコーポレーション
参加金融機関／中国銀行、広島
銀行、山口銀行、阿波銀行、百
十四銀行、伊予銀行、みなと銀行、
日本政策投資銀行 ほか
専任社員／1名（代表取締役社長）
出向社員／金融機関等より

DMO

せとうちHolics

　　　　　　せとうちDMOメンバーズ  ➡詳細はP14

テーマ別
部会

エリア別
部会❸マネジメント

❺環境整備
訪日客受入整備状況調査・促進

❹コンテンツ
開発支援

❷マーケティング
「外国人が泊まりたい宿」
要素洗い出し
動画視聴分析等デジタ
ルマーケティング
など

海外観光客・国内観光客

❶プロモーション
自 社メディア「 瀬 戸 内
Finder」による情報発信
越境ECサイトによる商品販売
せとうちブランド登録制度
など

一般社団法人せとうち観光推進機構（STA）
官民協働でプロモーション、

マーケティング等を行う

株式会社瀬戸内ブランドコーポレーション（SBC）
地銀を中心とした金融機関による組織。

事業を「育てる」

❼経営支援❻資金支援

せとうち観光
活性化ファンド

域内事業者（宿泊・物販・その他）

地域住民

雇
用

新
産
業

10　June  201711 June  2017　



　

こ
う
し
た
活
動
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
内
に
設
置

さ
れ
た「
テ
ー
マ
別
部
会（
６
テ
ー
マ
）」

「
エ
リ
ア
別
部
会（
11
エ
リ
ア
）」を
通
じ

事
業
者
や
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

　

例
と
し
て
テ
ー
マ
別
部
会
の
１
つ
で
あ

る「
ク
ル
ー
ズ
部
会
」を
見
て
み
よ
う
。

瀬
戸
内
海
は
、
エ
ー
ゲ
海
の
10
分
の
１
の

面
積
に
約
３
０
０
０（
エ
ー
ゲ
海
は
約
２

５
０
０
）の
島
を
有
し
、
圧
倒
的
な
多
島

美
を
誇
る
が
、
ク
ル
ー
ズ
に
関
す
る
海
外

で
の
認
知
度
は
非
常
に
低
い
。「
ク
ル
ー

ズ
部
会
」で
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
、「
世
界
有
数
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
リ

ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
に
な
る
」こ
と
を
目
標
に

据
え
、
①
情
報
発
信
、
②
プ
レ
イ
ヤ
ー
発

掘
、
③
環
境
整
備
と
い
っ
た

取
り
組
み
の
柱
を
設
定

（
表
）。
た
と
え
ば
●A
に
つ
い

て
は「
２
０
２
０
年
度
に
利

用
者
全
体
10
％
増
、
う
ち
外

国
人
１
３
０
％
増
」、
●B
・

●C
に
つ
い
て
は「
瀬
戸
内
周

遊
ク
ル
ー
ズ
の
海
外
発
専
用

商
品
の
設
定
」と
い
っ
た
具

体
的
な
Ｋ
Ｇ
Ｉ
を
置
き
、
ま

ず
は
現
状
を
把
握
す
る
と
こ

ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
中
か
ら
、
宿
泊
型
の
瀬
戸
内
周

遊
ク
ル
ー
ズ
事
業
へ
の
投
資
も
決
定
。
Ｓ

Ｔ
Ａ
、
Ｓ
Ｂ
Ｃ
が
そ
れ
ぞ
れ
図
に
示
し
た

よ
う
な
形
で
新
規
事
業
を
支
援
し
、「
育

て
る
」形
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み

と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
の
が
、
地
域
事

業
者
や
住
民
を
集
め
た
会
員
制
度
だ
。
２

０
１
７
年
２
月
に
開
始
し
た『
せ
と
う
ち

Ｄ
Ｍ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
ズ
』は
、
瀬
戸
内
地
域

の
観
光
事
業
者
を
対
象
と
し
た
会
員
制
の

総
合
支
援
サ
ー
ビ
ス
。『
せ
と
う
ち
Ｈ
ｏ

ｌ
ｉ
ｃ
ｓ
』は
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
を
中
心
に
、
瀬
戸
内
で
の
起
業
や
情
報

発
信
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
地
域
住
民

の
会
員
組
織
。
こ
う
し
て
意
欲
あ
る
事
業

者
や
住
民
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
提
供
し
つ
つ
、
新
た
な
産
業

の
創
出
や
雇
用
の
拡
大
を
狙
う
。

　

村
橋
氏
に
よ
れ
ば
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の

Ｋ
Ｇ
Ｉ
は
、「
２
０
２
０
年
度
の
住
民
満

足
度
90
％
」。
訪
日
客
を
含
む
観
光
客
が

増
え
た
地
域
住
民
が
、
生
活
環
境
面
、
経

済
面
、
精
神
面
な
ど
で「
よ
か
っ
た
」と

感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
当
面
の
目
標
だ
。

　

今
の
段
階
で
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
反
響
は
大
き

い
。
昨
年
度
の
メ
デ
ィ
ア
露
出
は
、
新
聞

１
０
０
件
、
テ
レ
ビ
30
件
、
雑
誌
21
件
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
49
件
。
最
近
は
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
姉

妹
団
体
に
あ
た
る
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
Ｓ

Ｔ
Ｕ
48
へ
の
支
援
を
発
表
し
た
こ
と
で
も

話
題
と
な
り
、
地
域
内
で
の
存
在
感
は
増

し
て
い
る
。
あ
と
は
こ
の
先
、
地
域
に
ど

れ
だ
け
実
利
を
も
た
ら
せ
る
か
が
、
求
心

力
を
保
つ
カ
ギ
に
な
る
。

　

現
在
、
専
任
社
員
は
Ｓ
Ｔ
Ａ
の
村
橋
氏
、

Ｓ
Ｂ
C
の
水
上
氏
の
み
だ
が
、
３
年
後
ま

で
に
は
も
っ
と
増
や
し
た
い
考
え
だ
。
と

く
に「
Ｃ
Ｍ
Ｏ（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
責
任

者
）な
ど『
儲
か
る
仕
組
み
』を
作
れ
る
人

を
を
プ
ロ
パ
ー
化
し
た
い
」と
村
橋
氏
。

前
出
の
地
域
会
員
制
度
は
こ
う
し
た
人
材

の
発
掘
、
育
成
の
場
と
し
て
の
機
能
も
持

つ
。
す
で
に『
せ
と
う
ち
Ｈ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｓ
』

を
通
じ
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
に
参
加
す
る
人

も
出
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。

　

た
だ
し
、
高
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
人
材

の
雇
用
に
は
資
金
面
で
の
安
定
は
不
可
欠
。

現
在
、
運
営
資
金
の
３
分
の
２
を
国
費

（
観
光
庁「
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
形
成

促
進
事
業
」）で
賄
う
が
、
年
度
ご
と
に

金
額
が
変
動
す
る
た
め
、
３
年
、
５
年
先

の
中
期
計
画
が
立
て
づ
ら
い
の
が
難
点
だ
。

安
定
し
て
事
業
計
画
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
独
自
資
金
を
ど
う
確
保
す
る
か
？

　

実
は
、
事
業
者
支
援
サ
ー
ビ
ス『
せ
と

う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
ズ
』に
は
資
金
確

保
の
仕
組
み
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
次

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
ご
紹
介
し
よ
う
。

テ
ー
マ
別
・
エ
リ
ア
別
部
会
と

会
員
組
織
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ま
ず
は
経
営
指
標
の
数
値
化
へ

資
金
づ
く
り
に
も
ア
イ
デ
ア
あ
り

各県とのつなぎ役を担うSTA事業副本部長の
岩瀬俊一氏を中心に、「海の道構想」時代から
組織設計に関わってきた村木智裕氏（右）と、
組織全体のPDCA推進役を務める舘博哉氏

（左）。

「テーマ別部会（クルーズ）」での
取り組みの柱
情報発信
プレイヤー発掘

環境整備

「瀬戸内クルーズ」の認知拡大
既存クルーズの活性化●A
新規クルーズの開発支援
チャータークルーズの参入促進●B
専用豪華クルーズ船の事業化●C
大型客船誘致
港湾、景観等の整備
WEBの乗り換え検索システムの構築

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
目
は
環
境
づ
く
り
。

実
際
に
何
か
を
生
み
出
す
の
は

あ
く
ま
で
事
業
者
で
す

「
よ
く
見
せ
る
」の
で
は
な
く

「
よ
い
も
の
を
作
る
」

た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す

　

観
光
客
の
満
足
度
を
上
げ
る
に
は
、

常
に
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

で
す
。そ
の
た
め
に
は
、
実
際
に
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
地
域
事
業
者
の

皆
さ
ん
に「
や
っ
て
み
た
い
」と
思
っ

て
い
た
だ
き
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
お
金
の

手
当
て
も
不
可
欠
。
そ
の
意
味
で
、
金

融
機
関
が
参
加
し
て
い
る
こ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
座
組
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

７
県
に
ま
た
が
る
広
域
の
と
り
ま
と

め
は
確
か
に
難
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
指
揮
命
令
権
を
持
た
な
い
以

上
、
そ
の
難
し
さ
は
織
り
込
み
済
み
で

す
。
幸
い
、
各
県
か
ら
人
が
集
ま
っ
て

で
き
た
組
織
な
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
取
り
や
す
い
の
で
す
が
、
考

え
て
み
れ
ば
そ
も
そ
も
地
域
全
体
で
の

合
意
形
成
な
ど
、
し
な
く
て
よ
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
入
る
こ
と
で「
ト
ク
し
そ
う
」「
儲

か
り
そ
う
」と
各
地
域
に
思
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
我
々
が

地
域
を
ど
う
し
た
い
の
か
、
地
域
が
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
を
し
っ
か
り
語
り

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
は
瀬
戸
内
に
縁
も
ゆ
か
り

も
な
か
っ
た「
よ
そ
者
」で
す
が
、
そ

う
い
う
人
間
が
命
が
け
で
や
っ
て
い
る

と
示
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た
、
地
域
の

共
感
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
形
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
旅
行
と
は「
差
別
化
」。
そ

れ
ぞ
れ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
同
質
化
に
向
か
う

の
で
は
な
く
、
新
し
い
基
軸
を
生
み
出

さ
れ
る
こ
と
を
私
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
、

初
め
て
瀬
戸
内
を
訪
れ
て
思
っ
た
の
は
、

実
に
魅
力
的
な
資
源
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
反
面
、
東
京
な
ど
で
は
知
名

度
が
低
い
の
も
事
実
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

も
、
広
島
、
岡
山
、
四
国
…
…
と
個
別

に
買
う
し
か
な
い
状
況
で
す
。
つ
ま
り
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
高
い
の
に
ま

だ
発
揮
し
き
れ
て
い
な
い
。
投
資
の
世

界
で
は「
ア
ッ
プ
サ
イ
ド
が
高
い
」な

ど
と
言
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
地
域
で
、

ま
だ
誰
も
し
た
こ
と
が
な
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
で
き
る
こ
と
に
純
粋
に
わ
く
わ
く

し
ま
し
た
。

　

一
般
的
な
観
光
フ
ァ
ン
ド
の
難
し
さ

の
一
つ
は
、
投
資
先
は
地
域
に
あ
る
の

に
、
投
資
判
断
を
行
う
人
間
が
地
域
に

い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
判
断
す
る
者
が
地
域
に
入
り
、

地
域
を
よ
く
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
投
資
先
を「
つ
く
る
」

活
動
も
必
要
で
す
。
現
状
の
ま
ま
で
は

事
業
と
し
て
不
完
全
で
も
、
改
善
す
る

こ
と
で
リ
タ
ー
ン
が
見
込
め
る
な
ら
そ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
の
も
我
々
の
役

目
。
た
と
え
ば
事
業
ス
タ
ー
ト
ま
で
は

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
う
ま
く

い
け
ば
フ
ァ
ン
ド
で
投
資
す
る
、
と
い

う
よ
う
な
方
法
も
考
え
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

観
光
事
業
は
、
魅
力
の
な
い
も
の
を

よ
く
見
せ
よ
う
と
し
て
も
だ
め
で
、
本

当
に
魅
力
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
魅
力
的
な
も
の
を
作
っ
て
い

く
に
は
、
ま
ず
主
体
と
な
る
事
業
者
が

必
要
で
、
そ
れ
を
い
か
に
見
出
せ
る
か

が
重
要
。
可
能
性
の
あ
る
事
業
者
を
見

出
し
、
育
て
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち

と
し
て
も
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

一般社団法人せとうち
観光推進機構
事業本部長
村橋克則氏

Key man❸

むらはし・かつのり　株式会社リクルートにて
『じゃらんnet』などを手がけ、同社国内旅行事
業部長を務めたのち観光関連事業者向けコンサ
ルタントとして活動。STAではマーケティング活
動による瀬戸内エリアへの誘客を中心に、新ビ
ジネス創出や雇用拡大を目指す。

株式会社瀬戸内
ブランドコーポレーション
代表取締役社長
水上 圭氏

Key man❹

みずかみ・けい　山一証券、博報堂、スリー・アイ・
アジアパシフィックジャパン、日本みらいキャピタ
ルでの勤務を経て、外資系投資ファンド、CVC
アジア・パシフィック・ジャパン株式会社にて10
年間にわたり代表を務める。事業会社への豊富
な投資経験を持つ。

せとうちDMOの
KGI

2020年度、
住民満足度90％
今年度の重点事業テーマ
PDCAを回すための経営指標づく
り会議の仕組み化

エリアマネジメントの仕組みを完
成させる

県別入込数目標の設定

一般社団法人
せとうち観光推進機構

（STA）

せとうち周遊クルーズ事業

株式会社瀬戸内
ブランドコーポレーション

（SBC）

クルーズ商品開発支援
プロモーション

新造船への投資
コンサルティングの実施

新規クルーズ事業での
STA、SBCの役割分担

K
e
y m

a
n
’s vie

w

K
e
y m

a
n
’s vie

w
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観
光
事
業
を「
育
て
る
」こ
と
は『
せ

と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
』の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一

つ
。
し
か
し
、
育
て
る
以
前
に
見
込
み
の

あ
る
事
業
者
を
発
掘
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

２
０
１
７
年
２
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
会
員

制
事
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
、『
せ
と
う
ち
Ｄ

Ｍ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
ズ
』は
、
新
し
い
旅
行
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
向
け
、
意
欲
あ

る
事
業
者
を
集
め
る
場
で
も
あ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
事
業
者
へ
の
事
前

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
決
定
。
電
話
通
訳
サ
ー

ビ
ス
や
越
境
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
の「
せ
と
う

ち
」特
集
ペ
ー
ジ
の
設
置
な
ど
、
日
常
業

務
支
援
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
へ
の
障
壁

を
下
げ
る『
瀬
戸
内
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
』、

各
種
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
積
極
的

な
露
出
を
図
る『
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
』

の
ほ
か
、
会
員
と
し
て
参
画
す
る
事
業
者

側
か
ら
高
い
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の

が『
瀬
戸
内
サ
ロ
ン
』。
会
員
事
業
者
同

士
を
交
流
会
や
セ
ミ
ナ
ー
で
引
き
合
わ
せ
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
ろ
う

と
い
う
試
み
だ
。

　

会
員
事
業
者
の
募
集
に
、
２
０
１
６
年

11
月
か
ら
各
県
で
開
催
し
た
説
明
会
の
ほ

か
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
参
画
元
企
業（
Ｓ
Ｔ
Ａ

13
社
、
Ｓ
Ｂ
Ｃ
46
社
）の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
最
大
限
活
用
。
会
員
数
は
月
80
以
上
の

ペ
ー
ス
で
順
調
に
伸
び
て
い
て
、
４
月
現

在
、
旅
行
会
社
や「
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
」

登
録
メ
ー
カ
ー
、
自
治
体
な
ど
、
す
で
に

４
０
０
事
業
者
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
登
録

済
み
だ
。
そ
の
う
ち
の
約
５
％
は
東
京
、

大
阪
な
ど
都
市
圏
の
事
業
者
。
以
前
に
も
、

地
域
の
レ
モ
ン
加
工
事
業
者
と
大
手
紅
茶

メ
ー
カ
ー
が
手
を
組
み
、
レ
モ
ン
テ
ィ
ー

の
新
製
品
を
発
売
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た

と
い
う
が
、
今
後
は『
瀬
戸
内
サ
ロ
ン
』

が
こ
う
し
た
全
国
の
大
手
企
業
と
の
協
業

に
よ
る
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
誕
生
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
場
に
な
り
そ
う
だ
。

さ
ら
に
は
、
着
地
型
商
品
を
展
開
す
る
事

業
者
が
広
域
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
、
新

た
な
販
路
を
開
拓
す
る
な
ど
の
成
果
も
考

え
ら
れ
る
。
２
０
１
９
年
度
ま
で
の
目
標

会
員
数
は
３
０
０
０
。
ゆ
く
ゆ
く
は
会
員

企
業
の
中
か
ら
投
資
案
件
を
輩
出
す
る
こ

と
も
目
指
す
。

　

こ
う
し
た
事
業
者
発
掘
・
育
成
機
能
の

ほ
か
、『
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
ズ
』

は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
自
主
財
源
と
し
て
の
機
能
も

備
え
て
い
る
。
海
外
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
運

営
費
用
を
目
的
税
の
形
で
事
業
者
か
ら
徴

収
す
る
形
も
珍
し
く
な
い
が
、
せ
と
う
ち

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
よ
う
な
広
域
連
携
型
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ

が
、
参
加
す
る
す
べ
て
の
自
治
体
で
合
意

を
得
る
の
は
困
難
。
同
一
県
内
さ
え
海
側

と
山
側
に
分
か
れ
て
い
て
、「
瀬
戸
内
」の

た
め
に
目
的
税
を
設
定
す
る
の
が
難
し
い

場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
実
際
に
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
恩
恵
を
受
け
る
会
員
事
業
者
が
月

ご
と
に
会
費
を
負
担
す
る
と
い
う
会
員
制

度
が
、
事
実
上
の
目
的
税
の
よ
う
な
形
で

機
能
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

現
在
運
営
す
る
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
ス
タ

ー
ト
に
先
駆
け
て
設
立
さ
れ
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

子
会
社
、『
株
式
会
社
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ

メ
ン
バ
ー
ズ
』（
代
表
村
木
智
裕
氏
）。
Ｓ

Ｔ
Ａ
と
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
両
方
か
ら
集
ま
っ
た
10

人
の
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
た
、
１
つ
の

会
社
組
織
の
形
を
と
る
こ
と
で
、
よ
り
濃

密
な
一
体
感
を
持
つ
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。

 

「
こ
こ
で
培
っ
た
人
間
関
係
を
ベ
ー
ス
に
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
全
体
と
し
て
も
、
よ
り
一
体
感
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
」（
村
木
氏
）

会
員
企
業
同
士
の
出
会
い
を
作
り

新
規
事
業
の
誕
生
を
促
す

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
会
員
が

D
M
O
の
財
源
を
支
え
る
仕
組
み

会
員
事
業
者
向
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る『
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
ズ
』。

中
で
も
、
会
員
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と
し
て
期
待
さ
れ
、

事
業
者
の
発
掘
・
育
成
と
い
う
狙
い
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

事
業
者
を
育
成
す
る『
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
ズ
』を

Ｄ
Ｍ
Ｏ
運
営
の
基
盤
と
し
て
導
入

DMO
せとうち

事業

躍動
する

躍動

『せとうちDMOメンバーズ』の
サービス内容
サービス開始：2017年2月　

DMO事業としての
ポイント

子会社として独立、
事業中心に一体感づくり

対事業者向けサービスで
運営資金づくり

事業者育成の仕組みを
盛り込む

会費 小規模企業／個人 月額3000円

大企業 月額5000円※
中小企業 月額5000円

団体 月額5000円

瀬戸内サロン
□瀬戸内ミーティング（交流会）
□瀬戸内アカデミー（セミナー）
□瀬戸内コンテンツ素材提供
□瀬戸内観光情報提供

販路開拓・
新商品開発支援

せとうちDMOの報告会や各種ビジ
ネスセミナーのほか、ビジネスマッ
チングの機会としての交流会をセッ
ティングし、新規事業立ち上げを支
援

瀬戸内コンシェルジュ
□ECサイト
　『せとうちWEBモール』
□越境ECサイトによる
　海外向け商品販売
□インバウンドビジネス
　情報提供
□観光関連保険紹介
□ビジネス相談窓口

日々の業務を支援

訪日客への対応時用に通訳専用の
コールセンターを用意。その他独自
WEBモールや越境ECサイトでの商
品販売の場を提供するなど業務をサ
ポート

メディアサービス
□『瀬戸内Finder』での
　情報掲載
□DMO連携プロモーション

プロモーションを支援

独自メディア『瀬戸内Finder』などへ
の情報掲載のほか、雑誌やテレビへ
の情報提供、国内外のイベント出
展時に優先的に紹介

事業者

活用

支援

活用

　さまざまな地域で起こった好事例を調べると、
そのきっかけは「地域の危機感」だった、とはよく
聞く。そしてそれは、地域が一枚岩になれるチャ
ンスでもあった、と。せとうちDMOの場合、その
きっかけは2020年東京オリンピック・パラリンピ
ック誘致の決定だった。この機会を見逃さず、
エリアとしての価値を再発見・再評価し、瀬戸内
エリア一帯でどんな機能が観光産業の土壌を作
る上で不足しているか？を突き詰めた。準備期間
含めて、この危機であり好機を逃さなかった動き
と、狙いの定め方が素晴らしいと改めて感じた。
　そしてタッグを組んだ7県の自治体と民間企業
が母体の「せとうち観光推進機構」と、金融機
関が母体の「瀬戸内ブランドコーポレーション」、
この全く性質の異なる面々が一枚岩となり、瀬
戸内エリアの地域経営のためにつくった機能も
特筆したい。1つはエリア内観光事業者の経済

成長を「伸ばす機能」（主にマーケティングや業
務支援等）、もう1つは事業・事業者自体を新た
に「増やす機能」（新規事業・事業者のインキュ
ベーション、金融支援等）、2つとも大変先進的
だ。これまでも各地にて「稼ぐ観光」を目指し、
地域内消費の拡大をGOALに置き推進している
が、特に後者の事業を「増やす」視点や、そのた
めの仕組み・体制にまで注力できている例は少
ないと感じる。消費拡大をGOALと置いたとき、
本来は重要な視点だったかもしれない。たとえ
単独市町DMO組織だったとしても、学ぶ点は大
きいのではないだろうか。伸ばす、増やすことを
続けていけば、地域の経済成長の伸びしろは大
きくなり、実現も加速する。将来、ここに結果の
差が、自ずと出るのではないだろうか。

地域のビジネスの種を増やし育てる視点
DMOには、まだまだできることがある

考察

じゃらんリサーチセンター研究員
北嶋緒里恵

※2018年3月末までに加入の場合
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観光基本計画は地域が目指す観光振興の姿を定める羅針盤。
しかし複数年にわたる計画ゆえに内容が抽象的なものに留まったり
当初定めた施策が実行年の現状には合致していなかったりして
求める成果に結びつかないとの悩みを抱える自治体も少なくない。
一方で、地域の理想像へと着実に導く的確な計画もある。
成功事例を見ながら、計画立案時のポイントを探っていこう。

　

観
光
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
の
現
状
を
探
る
た
め
に
前
述
の
「
Ｇ

Ａ
Ｐ
調
査
」を
は
じ
め
と
す
る
各
種
調
査

を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
調
査
結
果
か
ら
、

市
が
抱
え
る
８
つ
の
観
光
課
題
を
設
定
。

『
じ
ゃ
ら
ん
』編
集
者
た
ち
は
８
つ
の
課

題
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
柔
軟
な
発
想
力
で

施
策
の
元
に
な
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
企

画
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
段
階
で
は
実
現
可
能
か
否
か
よ
り
、

「
あ
っ
た
ら
楽
し
い
」と
い
う
姿
勢
を
重

視
。
今
あ
る
観
光
資
源
の
新
た
な
活
用
法

ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
魅
力

が
乏
し
い
資
源
に
手
を
加
え
て
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
最
大
に
し
て
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

化
す
る
ア
イ
デ
ア
も
次
々
と
飛
び
出
し
た
。

こ
こ
で
い
う
「
手
を
加
え
る
」と
は
施
設

を
建
て
る
よ
う
な
大
掛
か
り
な
も
の
で
は

な
く
、「
見
せ
方
や
活
用
法
を
ア
レ
ン
ジ

す
る
」こ
と
。
多
大
な
資
金
や
時
間
を
か

け
ず
と
も
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で
地
域
資
源

を
魅
力
的
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
は

で
き
る
の
だ
。
こ
う
し
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
も
の
か
ら
話
題
性
重
視
の
も
の
ま
で
、

70
件
も
の
企
画
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。

　

多
彩
な
企
画
ア
イ
デ
ア
か
ら
取
捨
選
択

し
、
実
行
可
能
な
具
体
策
へ
と
磨
き
上
げ

る
役
割
は
地
域
の
人
々
が
担
う
。
現
在
は

観
光
担
当
部
署
に
限
ら
な
い
市
の
職
員
が

集
ま
っ
て
意
見
交
換
を
行
い
、
企
画
案
を

磨
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る

段
階
だ
。
こ
こ
で
地
域
の
人
々
自
ら
が
参

画
す
る
こ
と
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。
施
策

を
実
際
に
動
か
す
人
々
の
合
意
形
成
や
協

力
体
制
を
醸
成
す
る
こ
と
に
結
び
付
く
た

め
だ
。
ま
た
今
回
の
施
策
を
盛
り
込
む
観

光
基
本
計
画
の
実
行
期
間
は
５
年
に
ま
た

が
る
が
、
予
算
に
は
限
り
が
あ
り
２
年
目

以
降
も
外
部
に
頼
り
き
り
で
は
い
ら
れ
な

い
。
そ
の
点
か
ら
い
っ
て
も
、
地
域
が
自

走
で
き
る
体
制
を
初
年
度
の
段
階
で
構
築

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
と
な
る
の
だ
。

　

富
士
山
北
麓
に
広
が
り
、
霊
峰
・
富
士

を
背
景
と
す
る
歴
史
文
化
や
豊
か
な
自
然

が
観
光
資
源
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
山

梨
県
富
士
吉
田
市
。
２
０
１
３
年
の
富
士

山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
以
降
は
外
国
人

旅
行
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国
内
で
は

注
目
度
が
低
か
っ
た
市
内
の
公
園
に
外
国

人
旅
行
者
が
押
し
寄
せ
る
と
い
う
現
象
も

起
き
て
い
る
。
こ
れ
は
富
士
山
と
五
重
塔
、

春
に
は
桜
が
一
緒
に
見
ら
れ
る
公
園
か
ら

の
眺
望
が
「
日
本
ら
し
い
風
景
」と
し
て

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
や
教
科
書
で
紹
介
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
外
国
人
の

関
心
を
呼
ん
だ
た
め
に
起
き
た
も
の
だ
と

い
う
。
こ
う
し
た
国
内
旅
行
者
と
は
違
っ

た
動
き
を
見
せ
る
外
国
人
旅
行
者
の
存
在

に
加
え
、
国
内
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
も
年
々

多
様
化
し
て
お
り
、
流
行
の
移
り
変
わ
り

も
激
し
い
。
そ
の
た
め
観
光
基
本
計
画
に

盛
り
込
む
施
策
も
、
従
来
の
発
案
方
法
で

は
現
代
の
消
費
者
の
多
様
性
に
対
応
し
き

れ
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

　

観
光
資
源
を
活
用
す
る
施
策
を
考
え
る

場
合
は
、
知
ら
れ
ざ
る
資
源
を
発
掘
・
開

発
し
て
売
り
出
す
こ
と
も
重
要
だ
。
隠
れ

た
資
源
発
掘
の
手
法
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査「
Ｇ
Ａ
Ｐ
調
査
」

を
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
有
名
無
名
を

問
わ
ず
地
域
の
観
光
資
源
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
消
費
者
の
観
光
資
源
に
対
す
る
興

味
・
関
心
を
探
る
調
査
法
。
こ
れ
に
よ
り

「
現
状
は
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
認

知
度
が
低
か
っ
た
り
と
埋
も
れ
て
い
る
が
、

実
は
需
要
が
あ
る
」よ
う
な
観
光
資
源
を

国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
の

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
必
要
性

掘
り
起
こ
し
、
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
せ
っ
か
く
発
掘
し
た
観
光
資
源

も
、
ど
の
よ
う
に
手
を
加
え
て
い
く
か
に

よ
っ
て
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
せ
る

か
否
か
が
変
わ
っ
て
く
る
。
多
く
の
情
報

に
ふ
れ
る
現
代
の
消
費
者
の
価
値
観
は
多

様
化
し
て
お
り
、
旅
行
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

も
様
々
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
特
別
に

価
値
を
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
「
あ
っ
て
当

た
り
前
」の
地
域
資
源
や
、
従
来
と
は
違

っ
た
観
光
資
源
の
活
用
法
が
、
消
費
者
の

観
点
で
は
大
き
な
魅
力
を
持
つ
場
合
も
あ

る
だ
ろ
う
。
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を

担
当
す
る
地
域
担
当
者
と
消
費
者
を
隔
て

る
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
対
策
と

し
て
今
回
の
観
光
基
本
計
画
に
取
り
入
れ

た
の
は
、
消
費
者
視
点
と
旅
の
プ
ロ
の
視

点
を
あ
わ
せ
持
つ
、
旅
行
情
報
誌
『
じ
ゃ

ら
ん
』編
集
部
の
企
画
力
で
あ
る
。

みえる
観光
基本計画

企画力、データ収集力、ブランド力…
アクションがみえる！ 違いがみえる！

富士吉田市の観光課題
富士山五合目・富士急ハイランド以外の観光資源を発掘、PR
河口湖・山中湖などの周囲にある観光エリアからの誘客促進
地域特有の食を中心とした資源のブランド価値向上
歴史・文化的側面からの観光資源の発掘促進
富士山の資源としての新たな価値を見出し、認知を広める
機織りなどの地場産業の活性化
農業振興の独自産業化
まちづくりによる地域活性化

旅行者ニーズが多様化して
おり、従来通りの観光コン
テンツを売り出す施策だけ
では細やかな対応が難し
い…。

旅行情報誌の編集者のアイ
デアを取り入れた、様 な々興
味・関心に対応できる観光コ
ンテンツを開発。新規需要創
出につながる施策を打ち出す。

従来の観光基本計画の課題13

4

2

 「カップル」「ファミリー」といった従来のターゲット別のプラ
ンニングでは拾いきれないニーズに応えるため、「消費者視
点での発想」と「編集者としての企画力」を基にした企画アイ
デアを出していく。この段階でできるだけアイデアを出してお
くと、2年目以降の施策にも活用できる。

旅行情報誌『じゃらん』の編集者視点で
既成の観光資源にとらわれずアイデア出し

吉田のうどんコシ
グランプリ
馬刺で夜通し
乾杯イベント
縁結び
織物イベント
ひえひえ
ミルキークイーン
吉田のうどん
エクササイズ
富士山×
禅体験イベント
プレミアム
フライデーを
富士吉田市で

トーナメント制試食イベント。ニュース番
組での露出期待、プロモーションにも
地元酒造と提携、地元産品の試食
販売も。SNSによる拡散効果

伝統工芸の織物体験

冷めてもおいしいゴハンレシピ集

うどんをこねる動作で筋トレできる動
画を作成
富士山をバックにした禅体験イベン
ト。インバウンドにも期待
金曜夕方入り→街飲み、宿泊→翌日
はレクリエーション→土曜の早めに
帰宅。企業内の交流目的

1 …42案
5 …10案

2 …14案
6 …13案

3 …36案
7 …19案

4 …17案
8 …22案

合計案数

企画案 趣旨 対応する
観光課題

観光部門の担当者以外も含んだ市のメンバーが集まって企
画の具体化に向けて議論。さまざまな部署の知見を持ち寄
ることで実現の可能性が広がるほか、他部署がすでに抱えて
いた事業と連携させて実行力を高めるといったメリットも期
待できる。ここで地域の人々の協力体制も構築。

市のメンバーがアイデアを基に
具体的な施策を立案

上記⑤で決定した観光商品やプロモーションの実行計画を
盛り込んだ観光基本計画は今年9月に策定予定。これらの
施策は2022年にかけて順次展開。地域に自走体制が構築
できていれば、先行策の結果や消費者の動向変化に応じて
施策の見直しを行ったうえで実行に移すことも可能となる。

施策を盛り込んだ観光基本計画を策定、
4年6カ月にわたり順次実行へ

観光基本計画の策定に向け、「GAP調査」や現地聞き取り調
査、ビッグデータを活用した観光動態調査などを実施。調査
結果から市が抱える強み・弱みを分析し、弱みを解決する観光
課題を8つ設定した（左記参照）。

調査に基づいて観光課題を設定
 事業名

富士吉田市
観光基本計画
 事業者

山梨県富士吉田市
産業観光部富士山課

 実施期間

2017年10月～2022年3月
 （2017年9月策定予定で立案中）

1

2

3

4

5

6

7

8

3 6

2 5

3

3

1 3 7

1 4 6

1 2 8

5

6

じ
ゃ
ら
ん
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
と

地
域
の
実
行
力
の
合
わ
せ
技

企画力が
みえる
アクションプラン

16　June  201717 June  2017　



経
営
」の
視
点
に
立
ち
、
地
域
全
体
で
利

益
を
生
み
出
し
て
地
域
活
性
化
を
目
指
す

組
織
で
あ
る
。
下
呂
温
泉
だ
け
で
は
な
く
、

同
市
内
に
あ
る
４
地
域
（
萩
原
、
馬
瀬
、

金
山
、
小
坂
）の
観
光
地
と
協
働
し
、
市

全
体
の
利
益
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
し
て
２
０
１
６
年
４
月
の
登

録
以
降
、
下
呂
市
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
計
画
の
立

案
に
着
手
。
計
画
策
定
に
向
け
て
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
市
内
来
訪
者
の
約
９
割

は
下
呂
温
泉
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。

ま
た
下
呂
温
泉
の
前
後
は
市
外
の
飛
騨
高

山
や
白
川
郷
を
訪
問
す
る
人
が
多
く
、
市

内
周
遊
が
ほ
ぼ
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
下
呂
市
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
は
下
呂
温

泉
の
集
客
力
を
高
め
る
と
共
に
、
周
辺
４

地
域
へ
の
周
遊
施
策
を
構
築
し
て
市
内
全

体
の
滞
在
時
間
・
観
光
消
費
を
拡
大
す
る

こ
と
を
目
標
に
設
定
。
今
後
５
年
間
で
Ｄ

Ｍ
Ｏ
法
人
の
黒
字
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

下
呂
５
地
域
で
連
携
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織

目
標
の
達
成
へ
進
む
に
は
、
時
代
背
景
や

消
費
者
動
向
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
素
早
く

対
応
す
る
た
め
に
従
来
以
上
の
観
光
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強
化
が
必
要
だ
。
そ
こ
で

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
宿
泊
者
情
報
の
調

査
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
を

事
業
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
。

　

宿
や
旅
行
会
社
に
対
す
る
従
来
調
査
に

加
え
、
新
た
な
調
査
項
目
と
し
て
Ｏ
Ｔ
Ａ

に
対
す
る
平
均
客
単
価
調
査
を
今
年
度
よ

り
始
動
。
こ
こ
か
ら
市
全
体
の
宿
泊
額
の

割
り
出
し
を
進
め
、
ま
た
別
途
で
来
訪
時

の
小
遣
い
額
の
現
地
聞
き
取
り
調
査
を
行

っ
て
観
光
消
費
額
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
提
供
す
る
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
分
析
サ
ー
ビ
ス
「
地
域
コ
ン
デ
ィ
シ

　

日
本
三
名
泉
に
数
え
ら
れ
る
下
呂
温
泉

を
抱
え
る
岐
阜
県
下
呂
市
は
古
く
か
ら
観

光
地
と
し
て
賑
わ
っ
て
き
た
が
、
近
年
は

宿
泊
者
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
し
て

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
旅
行
控
え
を
受
け
、
地
震
発
生
月
を
含

む
２
０
１
０
年
度
の
宿
泊
者
数
は
39
年
ぶ

り
に
１
０
０
万
人
を
割
り
込
ん
だ
。
危
機

感
を
抱
い
た
下
呂
温
泉
観
光
協
会
は
、
こ

こ
で
一
つ
の
転
機
を
迎
え
る
。
２
０
１
１

年
よ
り
本
腰
を
入
れ
て
観
光
地
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　

観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、

地
域
の
観
光
を
取
り
巻
く
状
況
の
把
握
が

ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
る
。
下
呂
市
で
は
月

間
の
宿
泊
者
数
や
発
地
、
交
通
手
段
と
い

っ
た
宿
泊
者
情
報
の
調
査
を
１
９
６
６
年

か
ら
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
調
査
デ
ー
タ

が
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

開
発
に
十
分
に
は
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ

調
査
か
ら
旅
行
ト
レ
ン
ド
を

読
み
取
り
活
用
す
る
体
制
へ

た
。
こ
れ
は
下
呂
に
限
ら
ず
、
調
査
し
た

デ
ー
タ
を
活
か
せ
ず
に
調
査
自
体
が
目
的

に
な
っ
て
い
る
地
域
も
少
な
く
な
い
。

　

２
０
１
１
年
以
降
、
下
呂
温
泉
が
始
め

た
こ
と
の
一
つ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
会
社

（
Ｏ
Ｔ
Ａ
）経
由
の
宿
泊
者
情
報
の
収
集
。

震
災
発
生
後
、
下
呂
温
泉
の
来
訪
者
の
多

く
を
占
め
て
い
た
団
体
客
は
キ
ャ
ン
セ
ル

が
相
次
い
だ
が
、
そ
う
し
た
状
況
で
も
比

較
的
動
き
が
あ
っ
た
個
人
客
の
重
要
性
を

認
識
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。
も
う
一

つ
の
新
た
な
試
み
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
行
う
体
制
の
改
革
。
こ
れ
ま
で
は

観
光
協
会
が
主
導
で
動
い
て
お
り
、
具
体

的
施
策
に
つ
い
て
は
外
部
の
Ｐ
Ｒ
会
社
に

頼
る
面
も
大
き
く
、
地
域
に
最
適
と
い
え

る
戦
略
を
構
築
で
き
て
は
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
観
光
課
や
旅
館
組
合
、
商
工
会

な
ど
下
呂
市
の
観
光
関
連
組
織
が
官
民
一

体
で
協
力
で
き
る
よ
う
誘
致
宣
伝
委
員
会

の
業
務
内
容
を
改
善
。
市
内
各
組
織
に
よ

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
被
り
を
防
止
し
た

ほ
か
、
毎
月
１
回
の
委
員
会
に
て
宿
泊
者

情
報
を
共
有
。
地
域
の
現
状
を
把
握
し
た

う
え
で
適
し
た
対
策
を
協
議
し
て
即
実
行

に
移
せ
る
体
制
が
整
っ
た
。

　

下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
も
う
一
つ
の
転

機
は
国
が
推
進
す
る
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補

法
人
へ
の
登
録
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
「
観
光
地

ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
」も
導
入
。
携
帯
端
末
等

の
位
置
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
「
観
光

動
態
分
析
」に
よ
り
、
下
呂
５
地
域
の
周

遊
状
況
や
滞
在
時
間
を
調
査
す
る
。
あ
わ

せ
て
来
訪
者
の
満
足
度
を
把
握
す
る
た
め
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ク
チ
コ
ミ
情
報
を
利
用
。

こ
の
満
足
度
調
査
法
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
蓄

積
さ
れ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
対
す
る
ク
チ

コ
ミ
投
稿
や
評
価
点
を
活
用
す
る
た
め
、

新
た
な
調
査
を
せ
ず
に
膨
大
な
デ
ー
タ
を

得
ら
れ
る
点
が
特
長
だ
。
従
来
行
っ
て
き

た
聞
き
取
り
に
よ
る
満
足
度
調
査
と
あ
わ

せ
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
市
全

域
に
調
査
対
象
を
広
げ
て
い
く
。

　

従
来
の
宿
泊
者
情
報
調
査
で
も
今
回
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
計
画
か
ら
導
入
す
る
調
査
で

も
、
下
呂
温
泉
観
光
協
会
は
「
最
初
か
ら

多
く
を
求
め
す
ぎ
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
入
れ
る
」と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
し

て
い
る
。
新
た
な
取
り
組
み
は
地
域
へ
の

負
担
が
大
き
く
、
疲
弊
を
招
い
て
し
ま
う
。

特
に
下
呂
市
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
下
呂
温
泉
と
そ

の
他
４
地
域
で
経
験
値
や
人
的
・
金
銭
的

資
本
力
に
差
が
あ
り
、
一
気
に
事
を
進
め

る
の
は
得
策
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
よ
り

は
継
続
性
を
重
視
し
、
関
係
者
の
相
互
理

解
を
深
め
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
調
査
項

目
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
考
え
だ
。

労
力
を
抑
え
地
域
の
負
担
を
軽
減
す
る
観

点
か
ら
も
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
は
有

効
な
選
択
肢
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

従来の観光基本計画の課題
各種調査を行ってはいる
が結果を活かしきれず、課
題解決へ向けた施策も決
め手に欠ける…。また外部
主導のプロモーション計
画では、そのとき限りの対
応策に終わりがち。

調査データを分析して現
状を把握し、地域主導でプ
ロモーション戦略を立案・
実行。結果を検証して随時
適切な手が打てる体制へ。

 事業名

下呂市
DMO事業計画
 事業者

下呂市DMO委員会
一般社団法人下呂温泉観光協会
下呂市観光商工部観光課

 実施期間

2017年4月～2022年3月
（2017年3月策定）

1

打ち手が
みえる
顧客データベース

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
と
し
て

市
内
全
域
の
実
態
把
握
を
推
進

広
範
囲
の
多
大
な
情
報
を
得
る
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

収集した宿泊者情報は、経年の増減や日本人・外国
人の比率など読み取りやすい分析シートに加工

調査で関東圏の来訪者減少が判明し、2015年には
東京にアンテナショップを出店。誘客に結びついた

各宿の
データを集計

下呂市
観光課

誘致宣伝委員会
下呂市・旅館組合・商工会・観光施設・

市内観光協会による組織＋
下呂温泉観光協会理事のメンバー

□年間プロモーション計画を策定して
実行：新年度より速やかに動けるよ
う、前年度のうちに早期に計画立案
に着手

□委員会開催：毎月情報を共有し、デ
ータを分析したうえで年間計画を調
整して実行。実行結果の報告および
検討／毎月1回開催（データ提出より
1週間以内）

ビッグデータ
地域コンディションレポート（動向調査）

□下呂市5地域（下呂温泉、萩原、馬
瀬、金山、小坂）の周遊状況、滞
在時間

□クチコミを活用した満足度把握

□宿泊者情報調査：１カ月
間の宿泊人泊数、発地、
交通手段、ネット予約
割合／毎月提出

下呂市内各宿 オンライン旅行会社
（OTA）

□宿泊者情報調査：1カ月
間の予約者属性など／
毎月提出

市内各宿および旅行会社から宿泊者情報の提出を受け、1
週間以内に誘致宣伝委員会にてプロモーションの対策を協
議して実行へ。OTAへの調査開始後はOTA各社により客層
が異なることも判明し、それぞれに応じた対策を練るようにし
ている。

顧客データベースを活用した
プロモーション戦略構築の流れ

2

4 4 4 4 4 4 48 8 8 8 8 8 812 12 12 12 12 12 12（月）
2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

100

105（万人）

95

九州ふっこう
割スタート

出雲大社
平成の大遷宮

（本殿遷座祭）
下呂市が蓄積してきた
宿泊者情報の分析例。
月別の宿泊人泊数を
グラフ化し、時事情報
と組み合わせて見てみ
ると、人泊数の増減に
対する因果関係が見え
てくる。原因を読み解
くことができれば、そ
れに応じた策を講じる
ことも可能となる。

調査・分析例：2010年度～2016年度 宿泊人泊数の推移（年計）

富士山
世界遺産

登録

御嶽山噴火

伊勢神宮
式年遷宮

東京ディズニー
リゾート
30周年

東日本大震災
発生

北陸新幹線
開業

18　June  201719 June  2017　



施策 Pick Up

ま
ず
「
加
賀
て
い
ね
い
」と
い
う
観
光
コ

ン
セ
プ
ト
を
定
め
た
。「
加
賀
て
い
ね
い
」

と
は
加
賀
の
人
々
の
美
意
識
や
こ
だ
わ
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
九
谷
焼
や
山
中
漆

器
、
温
泉
文
化
と
い
っ
た
伝
統
を
守
り
育

ん
で
き
た
「
て
い
ね
い
な
心
配
り
の
精

神
」を
表
し
た
も
の
。
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

の
４
戦
略
・
15
施
策
・
31
事
業
の
実
行
に

あ
た
っ
て
も
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
示
す
方
向

性
か
ら
ず
れ
て
い
な
い
か
を
常
に
意
識
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

　

観
光
戦
略
プ
ラ
ン
の
最
終
年
度
に
入
っ

た
現
在
ま
で
に
多
く
の
施
策
に
着
手
し
て

お
り
、
す
で
に
確
か
な
手
応
え
を
得
て
い

る
。
温
泉
地
宿
泊
客
数
お
よ
び
観
光
消
費

額
の
数
値
目
標
は
２
０
１
５
年
、
２
０
１

６
年
と
も
に
達
成
。
目
標
達
成
へ
と
導
い

た
施
策
の
一
部
の
具
体
的
な
内
容
を
次
か

ら
紹
介
し
て
い
く
。

　

観
光
戦
略
プ
ラ
ン
策
定
の
前
に
行
っ
た

観
光
動
態
調
査
に
よ
る
と
、
加
賀
市
へ
の

来
訪
者
の
多
く
は
温
泉
を
目
当
て
に
訪
れ

て
い
る
。
温
泉
宿
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
間

に
合
わ
せ
て
来
訪
し
、
翌
日
は
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
後
す
ぐ
に
加
賀
市
を
離
れ
て
い
く
。

個
性
が
異
な
る
３
つ
の
温
泉
地
を
抱
え
る

市
内
の
回
遊
は
お
ろ
か
、
宿
泊
温
泉
地
内

の
街
歩
き
も
行
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が

浮
か
び
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
訪
れ
た
く
な

る
・
出
歩
き
た
く
な
る
、
よ
り
魅
力
的
な

温
泉
観
光
地
を
目
指
し
て
「
戦
略
①
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
」を
設
定
。
戦
略
の
打

ち
手
と
し
て
、「
１
泊
２
日
３
湯
４
食
」と

い
う
加
賀
市
を
満
喫
す
る
た
め
の
滞
在
ス

タ
イ
ル
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
１
泊
２
日

の
滞
在
な
ら
、
３
つ
の
温
泉
地
と
４
回
の

食
事
を
市
内
で
楽
し
む
こ
と
を
す
す
め
る

も
の
。こ
の
具
体
的
施
策
の
一
つ
が
「
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
」だ
。

　

４
回
の
食
事
の
う
ち
２
回
は
宿
泊
先
で

の
夕
・
朝
食
、
残
る
３
・
４
食
目
は
市
内

飲
食
店
で
昼
食
や
お
や
つ
を
食
べ
て
も
ら

う
こ
と
を
想
定
。
そ
こ
で
「
新
・
ご
当
地

グ
ル
メ
」の
「
加
賀
カ
ニ
ご
は
ん
」「
加
賀

パ
フ
ェ
」を
開
発
し
た
。「
新
・
ご
当
地
グ

ル
メ
」と
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
グ
ル
メ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
・
ヒ
ロ
中
田
が
地
域
の
人
々
と
共

に
開
発
し
て
い
く
企
画
開
発
型
の
グ
ル
メ
。

食
材
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
可
能
な
限
り
食

器
ま
で
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
り
、
地
元
住

民
向
け
で
は
な
く
お
客
様
（
観
光
客
な
ど

来
訪
者
）へ
向
け
た
お
も
て
な
し
料
理
と

位
置
づ
け
る
、
と
い
っ
た
ル
ー
ル
の
下
で

開
発
し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
加
賀
て
い
ね

い
」の
精
神
を
具
現
化
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
グ
ル
メ
と
い
え
る
。

　

昼
食
向
け
の
「
加
賀
カ
ニ
ご
は
ん
」は

２
０
１
５
年
４
月
よ
り
市
内
飲
食
店
に
て

提
供
ス
タ
ー
ト
。
橋
立
港
で
水
揚
げ
さ
れ

た
希
少
な
香
箱
ガ
ニ
を
１
杯
使
っ
た
贅
沢

な
創
作
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
を
、
九
谷
焼
と

山
中
漆
器
の
器
で
提
供
し
て
１
食
１
９
５

０
円
と
お
得
感
が
あ
り
、
数
量
限
定
な
が

ら
２
年
間
に
２
万
食
以
上
も
販
売
す
る
好

調
ぶ
り
。
翌
年
３
月
に
は
お
や
つ
向
け
に

開
発
し
た
「
加
賀
パ
フ
ェ
」が
デ
ビ
ュ
ー
。

こ
ち
ら
も
山
中
漆
器
の
お
盆
や
九
谷
焼
の

皿
を
使
用
し
、
地
元
産
の
ブ
ラ
ン
ド
野
菜

ス
イ
ー
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
っ
た
「
お
も

て
な
し
喫
茶
メ
ニ
ュ
ー
」と
し
て
１
年
間

で
１
万
食
以
上
を
販
売
。
現
在
は
２
０
１

７
年
版
を
提
供
中
で
、
昨
年
同
期
間
比
で

約
１
・
７
倍
を
売
る
名
実
と
も
に
加
賀
市

ご
当
地
グ
ル
メ
の
地
位
を
確
立
し
た
。

　

カ
ニ
ご
は
ん
、
パ
フ
ェ
共
に
共
通
ル
ー

ル
を
守
り
つ
つ
提
供
店
舗
そ
れ
ぞ
れ
が
工

夫
を
凝
ら
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
た
め
食
べ
比

べ
を
す
る
こ
と
も
で
き
、
さ
ら
に
１
年
ご

と
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
て
お
り
リ
ピ

ー
タ
ー
で
も
楽
し
め
る
仕
掛
け
だ
。

　

こ
れ
ら
は
魅
力
あ
る
温
泉
地
づ
く
り
に

寄
与
し
た
ほ
か
、
市
内
の
滞
在
時
間
延
長

や
回
遊
性
の
向
上
に
も
貢
献
。
グ
ル
メ
２

種
の
売
上
に
よ
る
経
済
効
果
は
２
億
円
以

上
に
上
り
、
現
地
消
費
額
も
引
き
上
げ
た
。

　

２
０
１
５
年
３
月
に
北
陸
新
幹
線
の
金

沢
駅
が
開
業
し
、
東
京
～
金
沢
間
の
移
動

が
乗
り
換
え
な
し
で
約
２
時
間
30
分
に
短

縮
さ
れ
た
。
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
が
観
光

誘
客
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
こ
の
効
果
を
最
大
限
に
引
き

出
す
べ
く
、
金
沢
駅
を
抱
え
る
石
川
県
で

は
開
業
年
の
目
標
と
し
て
「
首
都
圏
誘
客

５
０
０
万
人
構
想
」を
掲
げ
る
な
ど
、
開

業
の
数
年
前
か
ら
全
県
を
挙
げ
て
観
光
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

金
沢
駅
経
由
で
の
来
訪
者
が
多
い
同
県

加
賀
市
に
お
い
て
も
、
新
幹
線
駅
の
開
業

は
観
光
客
を
一
気
に
増
や
せ
る
ま
た
と
な

い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
の
好
機
を
最
大

限
に
活
用
す
る
た
め
、
そ
し
て
開
業
年
の

み
が
盛
り
上
が
る
「
新
幹
線
特
需
」に
終

わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
と
、
２
０
１
４
年
下

半
期
～
２
０
１
７
年
度
末
（
２
０
１
８
年

３
月
）に
わ
た
る
「
加
賀
市
観
光
戦
略
プ

ラ
ン
」を
策
定
し
た
。

　

こ
の
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
の
策
定
に
先
立

っ
て
行
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
か
ら
、

加
賀
市
に
お
け
る
観
光
課
題
が
見
え
て
き

た
。
そ
れ
は
「
温
泉
地
の
さ
ら
な
る
魅
力

向
上
」「
若
い
女
性
を
意
識
し
た
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
」「
市
内
滞
在
時
間
の
増
大
を

目
指
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ

と
市
内
交
通
網
の
充
実
」「
金
沢
市
か
ら

の
交
通
案
内
強
化
」「
首
都
圏
お
よ
び
北

陸
新
幹
線
沿
線
地
域
か
ら
の
誘
客
強
化
」

の
５
項
目
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
課
題

を
解
決
す
る
べ
く
、
４
戦
略
・
15
施
策
に

お
よ
ぶ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
こ

れ
を
進
め
る
た
め
の
31
事
業
を
段
階
的
に

実
行
し
て
い
っ
た
。

　

観
光
戦
略
を
立
て
る
際
、
県
内
各
地
域

の
中
で
対
策
に
取
り
こ
ぼ
し
が
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
あ
ま
り
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と

詰
め
込
ん
で
、
結
果
と
し
て
戦
略
全
体
に

統
一
感
が
な
く
、
実
行
す
る
う
ち
に
方
向

性
が
ぶ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た

加
賀
市
に
お
い
て
は
山
代
・
山
中
・
片
山

津
と
３
つ
の
魅
力
あ
る
温
泉
地
を
抱
え
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
３
地
域
で
統
一
し
た

観
光
コ
ン
セ
プ
ト
が
な
い
た
め
に
市
全
体

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
り
に
く
い
状

況
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
今
回
の
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
で
は

北
陸
新
幹
線
駅
の
開
業
に
合
わ
せ

誘
客
最
大
化
を
目
指
す

　加賀市橋立漁港で水揚げされた香箱ガニ
をまるごと1杯使ったセットメニュー「加賀カ
ニごはん」と、加賀九谷野菜をアイスやトッ
ピングに使用した「加賀パフェ」を開発して
加賀の食のブランド化を推進。グルメをフッ
クに街歩きを促進するため、2016年8月～
2017年3月には両グルメを食べ歩くスタン
プラリーも開催した。

「新・ご当地グルメ」開発

従来の観光基本計画の課題
複数の地域がかかわる事
業では様 な々意向をすくい
上げようとするあまり、結
果的に合意形成に至った
計画案全体を貫く方向性
があいまいに…。

地域が目指す姿を表す統
括コンセプトを最初に設
定。それを基にした戦略・
施策を実行していくことで
確固たるイメージを築き、
地域のブランド力アップへ。

 事業名

加賀市観光
戦略プラン

（首都圏戦略プロモーション）

 事業者

加賀市観光戦略部観光交流課
首都圏戦略室

 実施期間

2014年10月～2018年3月

4年間にわたる加賀市観光戦略プラン
（4戦略・15施策・31事業）

　事前調査から導き出された観光課
題を解決するために、「加賀ていねい」
という観光コンセプトに則った観光
戦略プランを策定した。観光コンセプ
トとは加賀市が目指す姿を表す言葉
であり、行動指針でもある。ポスター
や映像などによる一連のプロモーショ
ンのキャッチコピーにも「加賀ていね
い」を使用している。

戦略

施策例

施策例

受け入れ態勢の整備
□「新・ご当地グルメ」開発
□「総湯」による温泉地間の回遊性向上

1

戦略

戦略

戦略

情報発信・誘客の強化

海外集客（インバウンド観光）の推進
実態把握と改善

□「加賀ていねい」のブランディング化
□首都圏プロモーション

2

3

4

観光入込客数および
観光消費額の数値目標

観光入込客数

観光消費額

2015年 2016年 2017年
201万人

433億円 

214万人

460億円 

198万人

428億円 

カニごはん、小鉢5
品、味噌汁に献上加
賀棒茶（写真）の他、

食後のデザー
トまでセット

加賀カニごはん
販売期間 2015年4月1日～2017年3月31日
販売数 計2万1274食
経済効果 約1億6260万円

加賀パフェ
販売期間 2016年3月12日～
 2017年3月11日
販売数 計1万296食
経済効果 約4473万円

ゼリーや野菜スポンジ
を5層に盛り付けるの
は全店共通で、ゼリー
の素材などは各店工夫

1

2

3

多
岐
に
わ
た
る
戦
略
全
体
を
貫
く

観
光
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定

加
賀
ら
し
い
グ
ル
メ
を
開
発
し

滞
在
時
間
や
回
遊
性
の
改
善
へ

ブランド力が
みえる
アクションプラン

達成！達成！

達成！達成！

20　June  201721 June  2017　



施策 Pick Up

と
考
え
た
う
え
で
の
施
策
だ
。
結
果
と
し

て
、
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し
た
宿
泊
総
額
は

７
カ
月
間
で
８
７
０
０
万
円
を
上
回
り
、

４
６
０
８
名
の
宿
泊
人
泊
数
を
創
出
し
た
。

　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
前
、
２
０
１
３
年

４
月
か
ら
１
年
間
か
け
て
行
っ
た
観
光
動

態
調
査
で
は
、
加
賀
市
へ
の
来
訪
者
は
石

川
県
と
福
井
県
の
居
住
者
が
60
％
強
を
占

め
、
東
京
都
の
居
住
者
は
約
２
％
ど
ま
り

で
あ
っ
た
。
し
か
し
北
陸
新
幹
線
開
業
に

よ
り
東
京
～
金
沢
間
の
直
通
運
転
が
始
ま

る
こ
と
で
、
首
都
圏
か
ら
の
来
訪
者
が
一

気
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
で
は
首
都
圏

に
お
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
課
題

の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
。

　

課
題
解
決
策
と
し
て
、
東
京
都
や
埼
玉

県
の
Ｊ
Ｒ
主
要
駅
に
て
ポ
ス
タ
ー
や
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
掲
出
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
て
き
た
。
そ
し
て
２
０
１
７
年
２
月
～

３
月
に
は
、
東
京
・
新
宿
に
位
置
す
る
商

業
ビ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
て
物
産

展
を
開
催
し
て
、
加
賀
ら
し
さ
を
伝
え
る

品
々
を
販
売
し
た
。
商
品
は
掛
け
軸
や
生

け
花
と
い
っ
た
和
の
小
道
具
と
一
緒
に
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
す
る
こ
と
で
、
眺
め
る
だ
け

で
も
楽
し
く
、「
加
賀
て
い
ね
い
」な
世
界

観
が
体
感
で
き
る
ブ
ー
ス
設
計
に
な
る
よ

う
に
こ
だ
わ
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
に
紹
介
し
て
い
な
い
施
策
も

数
多
く
あ
る
が
、
す
べ
て
に
共
通
す
る
の

は
市
の
観
光
コ
ン
セ
プ
ト
「
加
賀
て
い
ね

い
」に
基
づ
い
た
内
容
だ
と
い
う
こ
と
。

一
つ
ひ
と
つ
の
施
策
か
ら
に
じ
み
出
る

「
て
い
ね
い
な
心
配
り
の
精
神
」を
感
じ
取

っ
て
も
ら
い
、「
加
賀
て
い
ね
い
」な
食
や

体
験
が
楽
し
め
る
温
泉
観
光
地
で
あ
る
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
を
目
指

し
て
き
た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
か
、
じ

ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
会
員
お
よ
び
予
約
者
に
対

す
る
調
査
で
は
、
認
知
度
が
２
０
１
４
年

の
55
・
７
％
か
ら
2
0
1
6
年
は
60
・
４

％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

　

全
国
に
あ
ま
た
あ
る
観
光
地
か
ら
「
選

ば
れ
る
観
光
地
」に
な
る
た
め
、
観
光
客

に
対
し
て
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
築
い
て
差

別
化
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
今
回
の
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
で
は
、
加
賀

市
民
に
も
観
光
コ
ン
セ
プ
ト
が
浸
透
す
る

よ
う
努
め
て
き
た
。「
加
賀
て
い
ね
い
」な

加
賀
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

市
民
に
根
付
く
心
配
り
の
精
神
は
よ
り
磨

か
れ
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
観
光
客

に
還
元
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
好
循
環
を
生

み
出
す
た
め
に
も
、
統
一
コ
ン
セ
プ
ト
を

設
定
し
事
業
展
開
に
お
い
て
順
守
す
る
こ

と
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
だ
。

　

市
内
回
遊
を
促
し
「
１
泊
２
日
３
湯
４

食
」へ
と
導
く
も
う
一
つ
の
施
策
が
「
若

者
限
定
！
総
湯
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

タ

ダ
湯
め
ぐ
り
」。
市
内
の
山
代
・
山
中
・

片
山
津
と
い
う
３
温
泉
地
に
は
４
つ
の
総

湯
（
共
同
浴
場
）が
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
観
光
客
に
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
全
国
に
は
外
湯
め
ぐ
り
が
人
気

の
温
泉
地
も
あ
る
な
か
、
活
用
し
な
い
手

は
な
い
。
総
湯
を
訪
れ
て
も
ら
え
た
ら
市

内
の
回
遊
性
向
上
や
滞
在
時
間
延
長
が
期

待
で
き
る
ほ
か
、
加
賀
が
守
り
継
い
で
き

た
「
加
賀
て
い
ね
い
」な
温
泉
文
化
に
ふ

れ
て
も
ら
え
る
と
考
え
た
。

　

こ
の
湯
め
ぐ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
学
生

の
長
期
休
暇
期
間
で
あ
る
時
期
に
あ
わ
せ

て
実
施
し
た
。
内
容
は
19
歳
～
22
歳
の
若

者
で
あ
れ
ば
、
４
つ
の
総
湯
の
入
浴
料
が

無
料
に
な
る
と
い
う
も
の
。
対
象
を
若
者

に
し
た
背
景
に
は
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

し
て
加
賀
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
将
来
に
わ

た
る
リ
ピ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
と
の
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
８
月
～
９
月
に
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
２
カ
月
間
で
延
べ
４
４
０
０
人

以
上
の
利
用
者
を
獲
得
。
ま
た
利
用
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ニ
ご
は
ん
」「
加
賀
パ
フ
ェ
」も
含
ま
れ
る
。

こ
の
４
月
に
は
新
た
に
開
発
し
た
「
加
賀

乃
酒
」も
完
成
し
、
認
定
品
に
加
わ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
施
策
と
し
て
は
宿
泊
プ
ラ

ン
の
造
成
お
よ
び
宿
泊
割
引
ク
ー
ポ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
。
市
内
各
宿

に
新
規
プ
ラ
ン
を
造
成
し
て
も
ら
う
際
は
、

プ
ラ
ン
名
に
「
加
賀
て
い
ね
い
プ
ラ
ン
」

と
入
れ
る
こ
と
、
加
賀
ら
し
い
食
事
や
サ

ー
ビ
ス
を
盛
り
込
ん
だ
高
価
格
帯
の
料
金

設
定
に
す
る
こ
と
を
条
件
に
し
た
。
高
単

価
で
魅
力
的
な
プ
ラ
ン
を
利
用
し
た
宿
泊

体
験
を
通
じ
て
、
宿
泊
者
に
加
賀
ら
し
さ

を
存
分
に
実
感
し
て
高
い
満
足
を
得
て
も

ら
い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

狙
い
。
ま
た
、
高
単
価
プ
ラ
ン
を
予
約
す

る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
た
め
、
同
プ
ラ
ン

限
定
で
利
用
で
き
る
割
引
ク
ー
ポ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。
予
約
単
価
ア
ッ

プ
に
加
え
新
規
顧
客
創
出
を
も
見
込
め
る

ン
が
加
賀
へ
の
来
訪
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」と
回
答
者
の
約
35
％
が
答
え
て
お
り
、

誘
客
に
も
役
立
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
の
好
評
を
受
け
て
２
０
１
７
年
２
月
～

３
月
に
は
第
２
期
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
。
温
泉
が
恋
し
く
な
る
冬
場
と
い
う
季

節
に
も
後
押
し
さ
れ
て
、
利
用
者
は
延
べ

７
０
０
０
人
を
超
す
成
果
を
収
め
た
。

　

今
回
設
定
し
た
「
加
賀
て
い
ね
い
」と

い
う
観
光
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
で
様
々
な
施

策
を
展
開
す
る
と
同
時
に
、
市
の
内
外
に

向
け
て
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
加

賀
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
め
る
こ
と
も
重
視
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
や
動
画
、
ポ
ス
タ

ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
「
加
賀
て
い
ね

い
」な
地
域
の
魅
力
発
信
に
努
め
た
。

　

そ
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
、「
加

賀
て
い
ね
い
」な
ヒ
ト
・
コ
ト
・
モ

ノ
の
認
定
制
度
を
立
ち
上
げ
た
。
認

定
基
準
は
加
賀
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ

る
、
観
光
客
や
市
民
に
す
す
め
ら
れ

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ

と
。
現
在
ま
で
に
山
中
漆
器
や

九
谷
焼
、
土
産
品
か
ら
作
陶
な

ど
の
体
験
プ
ラ
ン
ま
で
、
70
点

以
上
を
認
定
。
認
定
品
の
大
半

は
既
存
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、

新
規
に
開
発
し
た
前
述
の
「
加
賀
カ

温
泉
文
化
を
体
験
で
き
る

湯
め
ぐ
り
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て

加
賀
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信

都
内
で
加
賀
の
世
界
観
に
浸
れ
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

会場はJR新宿駅から徒歩10分弱の好立地。大通
りに面した入口脇には大型告知広告を掲出した

首都圏プロモーション
加賀ていねい物産展

「加賀温泉郷monoショップ」
2017年2月17日～3月9日の21日間、
東京・新宿マルイアネックスにて開催

上質ながら日常使いのできる、気軽に
手に取りやすい九谷焼の器や山中漆
器、お菓子など、「加賀ていねい」ブラ
ンドの認定商品を展示・販売。売上重
視ではなく加賀のよさを広めるプロモ
ーションと位置付け、ギャラリーのよ
うな売り場装飾に。期間中は購入者を
対象にした抽選会も開催。

「加賀ていねい」認定商品はキャンペーンサイトに
て価格や販売店情報と共に紹介している

 「加賀ていねい」の魅力を伝える商品
を認定する他、認定商品として「加賀
乃酒」を開発して数量限定発売。また
新規造成した「加賀ていねいプラン」
での宿泊時に利用できるクーポンキャ
ンペーンでは、1648件の予約を獲得
した。割引額が4000円～1万5000円
と高めのクーポンを用意したため、平
均予約単価も1万8977円と高値に。

「加賀ていねい」のブランディング化

□「加賀ていねい」
　お土産開発・認定
2017年4月より「加賀乃酒」販売スタート

□「加賀ていねいプラン」
　割引クーポン
2016年9月～2017年2月に対象宿泊
プランに利用できるクーポンを配布

□「加賀ていねい」
　ブランド商品認定
2017年3月までに75商品を認定、プロ
モーションサイトを構築して紹介

加賀市観光
戦略プラン

（首都圏戦略プロモーション）

 事業名

施策 Pick Up

若者限定！
総湯無料キャンペーン タダ湯めぐり
実施期間 第1期（2016年8月1日～9月30日）
 第2期（2017年2月1日～3月31日）
延べ利用者数 第1期：4421人
 第2期：7076人

「総湯」による
温泉地間の回遊性向上

　2015年度の第1弾に続き、2016年度に
は第2弾を上記の通り実施。第1弾では利用
者を加賀市外の在住者に限定していたが、
第2弾では市民も利用可能に。開催期間を
1カ月間延ばした効果もあり、延べ利用者数
は第1弾の約2倍となった。また第1期利用
者へのアンケートでは97％が「加賀にまた
来たい」と回答しており、加賀のファンづく
りに寄与したと言える。
3つの温泉地をめぐっても
らえるよう、山代温泉、山
中温泉、片山津温泉それ
ぞれの共同浴場を無料対
象にした

一
貫
性
の
あ
る
事
業
展
開
に
よ
り

温
泉
地
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
ア
ッ
プ

明治時代の共同浴場を復元した山代温泉「古総湯」をはじ
め市内には趣の異なる4つの共同浴場がある

ブランド力が
みえる
アクションプラン

©石川県観光連盟
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「
既
存
の
建
物
は
、
大
き
な
三
角
屋
根
を

持
つ
３
階
建
て
の
木
造
建
築
で
し
た
。
特

徴
的
な
外
観
や
構
造
材
と
な
る
柱
な
ど
の

“
骨
格
”を
で
き
る
限
り
残
す
一
方
、
館

内
の
間
取
り
や
内
装
の
仕
上
げ
は
ほ
ぼ
ス

ケ
ル
ト
ン
の
状
態
か
ら
再
構
築
し
て
い
ま

す
」と
は「
八
光
建
設
」と「
ホ
テ
リ
・
ア

ア
ル
ト
」の
代
表
取
締
役
を
兼
務
す
る
宗

像
剛
さ
ん
。

　

全
13
室
の
小
さ
な
宿
に
足
を
踏
み
入
れ

る
と
、
そ
こ
に
は
細
部
ま
で
考
え
抜
か
れ

た
美
し
い
空
間
が
広
が
っ
て
い
た
。
県
内

産
の
キ
リ
や
マ
ツ
、
ス
ギ
を
使
っ
た
無
垢

の
床
、
さ
ら
り
と
し
た
手
触
り
の
漆
喰
壁
、

窓
の
外
に
広
が
る
国
立
公
園
の
風
景
。
館

内
の
随
所
に
、
北
欧
デ
ザ
イ
ン
界
の
巨
匠

ハ
ン
ス
・
J
・
ウ
ェ
グ
ナ
ー
の
Y
チ
ェ
ア

な
ど
の
名
作
家
具
が
、
さ
り
気
な
く
配
さ

れ
て
い
る
。

 

「『
ホ
テ
リ
』と
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で

『
ホ
テ
ル
』の
意
。
北
欧
に
は
、
長
く
厳

し
い
冬
を
室
内
で
快
適
に
過
ご
す
た
め
に

家
具
や
住
空
間
に
こ
だ
わ
る
文
化
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
北
欧
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
日
本
の
文
化
が
融
合
す
る
空
間
を
目
指

し
て
い
ま
す
」（
宗
像
さ
ん
）。

　

開
業
以
来「
ホ
テ
リ
・
ア
ア
ル
ト
」は
、

独
自
の
世
界
観
で
多
く
の
ゲ
ス
ト
を
魅
了
。

１
泊
２
食
付
き
で
３
万
円
以
上
と
い
う
高

価
格
帯
な
が
ら
、
リ
ピ
ー
ト
率
は
４
割
以

上
。
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
通
う
常
連
客

も
い
る
と
い
う
。

  

「
ホ
テ
リ
・
ア
ア
ル
ト
」を
は
じ
め
、
数

多
く
の
建
物
の
再
生
を
手
が
け
て
き
た
宗

像
さ
ん
は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性

に
つ
い
て
こ
う
話
す
。

 

「
た
と
え
ば
、
苔
む
し
た
石
垣
や
石
畳
な

ど
、
長
い
年
月
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
し

か
生
ま
れ
な
い
風
合
い
や
環
境
と
の
調
和

を
継
承
で
き
る
こ
と
は
、
大
き
な
魅
力
で

す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
文
化
や
気
候

に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
独
自
性
を
磨
き

直
し
、
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
け
る
こ
と

が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
利
点
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
一
般
的
に
は
、
既
存

の
建
物
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
建
築
コ
ス

ト
を
お
さ
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
実
際
の
空

間
に
身
を
置
い
て
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
こ
と

な
ど
も
メ
リ
ッ
ト
。
た
だ
し
、
物
件
や
環

境
に
よ
っ
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
は

異
な
る
。
何
を
捨
て
て
何
を
残
し
、
ど
こ

ま
で
投
資
す
る
か
。
そ
の
点
を
見
極
め
る

知
識
と
覚
悟
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
新
常
識

人
口
減
少
な
ど
を
背
景
に
、
全
国
各
地
で
空
き
家
・
空
き
ビ
ル
が
増
加
す
る
今
、

大
規
模
な
改
修
に
よ
っ
て
空
間
を
再
生
す
る“
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
”が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

眠
れ
る
地
域
資
源
に
手
を
入
れ
、
宿
と
し
て
活
用
す
る
最
新
の
事
例
を
通
じ
て

観
光
業
界
に
お
け
る“
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
”の
可
能
性
を
考
え
る
。

保
養
所
、古
民
家
、倉
庫
…
…

眠
れ
る
地
域
資
源
を
人
気
宿
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト　

総
務
省
が
５
年
ご
と
に
行
う「
住
宅
・

土
地
家
屋
調
査
」に
よ
る
と
２
０
１
３
年

の
空
き
家
率
は
13
・
５
％
と
過
去
最
高
を

記
録
し
て
い
る
。
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
店

舗
や
学
校
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
、
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た「
眠
れ
る
地
域
資
源
」は
、
全
国

的
に
増
加
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、

こ
う
し
た
地
域
資
源
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
施
す
こ
と
で
、
新
た
な
命
を
吹
き
込
ん

だ
事
例
も
あ
る
。

　

福
島
・
山
形
・
新
潟
の
三
県
を
ま
た
い

で
広
が
る
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
内
に
位
置

し
、
周
囲
に
磐
梯
山
や
桧
原
湖
、
五
色
沼

な
ど
の
豊
か
な
自
然
が
広
が
る「
ホ
テ

リ
・
ア
ア
ル
ト
」は
、
約
40
年
前
に
建
設

さ
れ
た
企
業
の
保
養
所
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
だ
。
２
０
０
９

年
に
開
業
し
た
同
施
設
の
運
営
母
体
は
、

福
島
県
郡
山
市
の
建
設
会
社「
八
光
建

設
」。
住
宅
建
築
の
名
手
・
益
子
義
弘
さ

ん
を
は
じ
め
３
名
の
建
築
家
が
設
計
を
手

が
け
て
い
る
。

自
然
や
文
化
が
育
ん
だ

地
域
の
独
自
性
を
未
来
へ

ホテリ・アアルト
福島県耶麻郡北塩原村大字檜原字
大府平1073-153
www.hotelliaalto.com

“古い”
こそ

“新しい”

八光建設／ホテリ・アアルト
代表取締役社長

宗像 剛 さん

Before

After

40年ほど前に某企業の保養所として設計され、その後、自治体
の山荘として使用された建物を閉館後に取得した

三角屋根が印象的な木
造建築。長く放置され
れば地域にとって“負の
遺産”となる可能性もあ
った物件を再生

窓の外に、美しい森や湖沼を一望。国立公園という得
難い環境を活かすため、窓の位置や大きさにこだわる

13室の客室と1棟のロッジからなる宿。部屋の設えは
一室ごとに異なるが、いずれも不思議な心地の良さ

敷地内の沼のほとりに湧出する硫黄泉を、加温も加水もせずにかけ流す。
北欧のライフスタイルと日本の温泉文化が共存することも同宿の魅力

磐梯山の噴石や地場の木材など、自然素材をふんだんに使ったダイニング

築
40
年
を
経
た
保
養
所
を

北
欧
を
感
じ
る
美
し
き
リ
ゾ
ー
ト
に
再
生

01
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２
０
１
７
年
３
月
、
東
京
・
東
日
本
橋

に
一
軒
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
誕
生
し
た
。

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
卸
問
屋
が
立
ち
並
ぶ
ビ

ジ
ネ
ス
街
の
一
角
に
位
置
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｎ（
シ
タ
ン
）」は
、
地
下
1
階
、
地
上

７
階
建
て
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
宿
泊
施
設
。
地
下
１
階
を
ラ

ウ
ン
ジ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
１
階
を
カ
フ
ェ

や
ロ
ビ
ー
な
ど
の
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
２

階
か
ら
上
の
フ
ロ
ア
は
８
人
部
屋
の
ド
ミ

ト
リ
ー（
相
部
屋
）や
ツ
イ
ン
ル
ー
ム
、

ダ
ブ
ル
ル
ー
ム
な
ど
の
客
室
と
し
て
利
用

し
、
最
大
１
３
０
名
が
宿
泊
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

 

「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ
」を
運
営
す
る
の
は
、
東

京
・
京
都
で
４
軒
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
を
手
が
け
る「B

ackpackers' 
Japan

」。
古
民
家
や
倉
庫
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
個
性
的
な
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
に
は
、
国
内
だ
け
で

な
く
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
韓
国
、
台

湾
…
…
な
ど
か
ら
多
く
の
ゲ
ス
ト

が
訪
れ
、
繁
忙
期
に
あ
た
る
４
月

の
稼
働
率
は
い
ず
れ
も
80
％
以
上
。

全
体
の
７
割
ほ
ど
が
外
国
人
客
だ

と
い
う
。

　

古
民
家
、
倉
庫
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
。

「B
ackpackers' Japan

」が
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
対
象
と
し
て
き
た
建
物
は
物
件

ご
と
に
異
な
る
が
、
す
べ
て
に
共
通
す
る

の
が「
あ
ら
ゆ
る
境
界
線
を
越
え
て
、

人
々
が
集
え
る
場
所
を
。」と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
。「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ
」の
1
階
と
地
下

に
広
が
る
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
や
バ
ー
＆

ラ
ウ
ン
ジ
も
、
そ
の
思
い
を
象
徴
す
る
空

間
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

 

「
た
と
え
ば
外
国
人
が
日
本
を
旅
す
る
と

き
、
地
元
に
根
づ
い
た
人
と
交
流
す
る
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
け
れ
ど
そ
う
い

う
機
会
が
あ
れ
ば
、
旅
行
者
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
に
な
る
は
ず
で
す
。
一
方
、
住

民
の
視
点
か
ら
見
る
と『
な
ん
だ
か
面
白

そ
う
！
』と
思
え
る
空
間
が
街
に
生
ま
れ

る
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
価
値
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
す
べ
て
の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
に
は
街
に
開
か
れ
た
バ
ー
や
ラ
ウ
ン

ジ
を
併
設
。
人
と
人
が
国
境
や
言
語
の
壁

を
越
え
て
集
う
。
そ
ん
な
景
色
を
作
る
こ

と
が
、
私
た
ち
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」と
は
同
社
Ｃ
Ｏ
Ｏ
の
宮
嶌
智
子
さ
ん
。

 

「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ
」を
見
渡
せ
ば
、
バ
ー
＆

ダ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
の
ラ
ウ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス

を
オ
ー
ダ
ー
家
具
や
照
明
を
贅
沢
に
使
用

し
た
開
放
的
な
空
間
と
す
る
一
方
、
客
室

は
無
駄
を
削
ぎ
落
と
し
た
ソ
リ
ッ
ド
な
造

り
と
な
っ
て
い
る
。
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
同
社

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
よ
り
一
層
際
立
つ
空
間

と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

で
は
、
同
社
は
な
ぜ
、
新
築
で
は
な
く

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
法
に
こ
だ
わ

る
の
だ
ろ
う
。

 

「
壊
さ
な
く
て
済
む
な
ら
壊
さ
な
い
ほ
う

が
良
い
、
と
い
う
理
由
が
ひ
と
つ
。
も
う

ひ
と
つ
は
、
既
存
の
建
物
を
活
か
し
た
面

白
い
空
間
が
造
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
天
井
高
4.5 

m
の
ラ
ウ
ン
ジ
な
ん

て
、
新
築
で
は
な
か
な
か
造
れ
ま
せ
ん
。

空
間
効
率
を
考
え
た
ら
も
っ
た
い
な
い
で

す
か
ら
。
で
も
リ
ノ
ベ
な
ら
、
物
件
と
工

夫
次
第
で
そ
れ
が
実
現
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
す
」

Backpackers’ Japanが
手がける

リノベ・ホステル

Backpackers'  Japan
COO

宮
みや

嶌
じま

智子さん

02
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After

Before

1400㎡超のオフィス
ビル一棟全体をリノ
ベーション。一棟貸
しでスペースが大き
く、好立地にあるこ
となどがプロジェクト
の条件だという

「CITAN」のバー＆ダイニング。毎週末の音楽イベントなど、人の交流を生む仕掛けも用意される

上/8人部屋のドミトリー（相部屋）は3000円
（時期によって変動）。女性専用の部屋もある。
アイアンの二段ベッドはオリジナル。右/キン
グダブルルーム1万円〜などの個室も。各フロ
アに共用のシャワールームあり

街との接点にあたるエン
トランス横には、コーヒ
ースタンドが。スタッフ
の多くは英語などでのコ
ミュニケーションも可能

toco.
築90年の古民家をリノベーションしたゲストハウ
スは、2010年のオープン。エントランスにあたる
別棟は、昼はゲストのリビングルームとして、夜
は街に開かれたバーとして利用されている。
◯所 東京都台東区下谷2-13-21　

元
古民家

CITAN
かつて老舗アパレルメーカーのオフィスビルとし
て利用されていた建物を一棟まるごとリノベーシ
ョン。他の宿と同様、内装やデザイン、仕上げ
に至るまで同社スタッフが関わっている。

元
オフィス

ビル

Len
照明店の店舗兼倉庫として利用されていた空間
を、70名が宿泊可能なゲストハウスとして改装。
2014年のオープン。1階にはオープンなカフェと
バーを併設する。
◯所 京都府京都市下京区河原町通り松原下ル
植松町709−3　

元
倉庫

Nui.
江戸時代から続く玩具会社の倉庫を改装し、
2012年にオープン。かつての荷降ろし場を利用
した開放感のあるカフェ・バーラウンジが印象的。
イベントやワークショップも頻繁に開催される。
◯所 東京都台東区蔵前2-14-13　

元
倉庫

CITAN
東京都中央区日本橋
大伝馬町15-2
backpackersjapan.
co.jp/citan

明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
が

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
指
針
と
な
る
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都
心
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

多
彩
な
人
々
が
集
う
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に



　

１
９
４
３
年
の
竣
工
以
来
、
70
年
以
上

に
亘
っ
て
尾
道
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

愛
さ
れ
て
い
た
県
営
倉
庫「
上
屋
２
号
」

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
サ
イ
ク
リ
ス
ト

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
複
合
施
設「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

Ｕ
２
」。
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
備
え
た

施
設
は
、
２
０
１
4
年
の
オ
ー
プ
ン
以
降

人
気
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト「
し
ま
な
み

海
道
」を
訪
れ
る
旅
行
客
や
地
元
の
人
々

に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

 

「
地
元
に
馴
染
ん
だ
風
景
を
残
せ
る
こ
と

も
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
。
ベ
ー

カ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
な
ど
も
併
設
す
る
こ
と

で
、
地
元
の
方
に
デ
イ
リ
ー
に
使
っ
て
い

た
だ
け
る
空
間
と
し
て
い
ま
す
」と

は
同
社
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
の
井
上
善
文
さ
ん
。

広
島
出
身
の
建
築
家
・
谷
尻
誠
さ
ん
・

吉
田
愛
さ
ん
が
手
が
け
た
美
し
い
空

間
も
同
施
設
な
ら
で
は
の
魅
力
だ
。

 

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
て
Ｕ
２
を
知
っ
て
く
だ
さ
る

方
も
多
い
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク

に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」（
井
上

さ
ん
）

　

新
た
な
役
割
を
得
る
こ
と
で
地
域

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
再
生
し
た
同
事

例
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
は
ず
だ
。

　

か
つ
て
天
領
と
し
て
栄
え
、
今
も
江
戸

時
代
末
期
〜
戦
前
期
の
伝
統
的
な
町
家
建

築
が
残
る
滋
賀
県
大
津
市
。
そ
の
中
心
部

と
な
る
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
に
点
在
す
る

７
軒
の
空
き
町
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、

商
店
街
と
共
存
す
る
一
棟
貸
し
切
り
型
の

ホ
テ
ル
と
し
て
活
用
す
る「
商
店
街
ホ
テ

ル
大
津
町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
進
行
中
。

事
業
主
体
は
滋
賀
県
竜
王
町
の
谷
口
工
務

店
だ
。

 

「
町
家
ス
テ
イ
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化

は
も
ち
ろ
ん
、
町
家
に
泊
ま
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
空
間
の
心
地
良

さ
や
格
好
良
さ
を
知
り
、『
町
家
に
住
み

た
い
』と
い
う
人
が
増
え
て
く
れ
た
ら
嬉

し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
腕
の
い
い
大
工

を
育
て
、
技
術
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
も
工
務
店
と
し
て
の
願
い
で

す
」と
は
、
同
社
・
社
長
の
谷
口
弘
和
さ

ん
。
町
家
ホ
テ
ル
は
一
棟
90
㎡
ほ
ど
で
、

価
格
は
４
万
５
０
０
０
円
程
度
〜
を
想
定
。

２
０
１
８
年
３
月
下
旬
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
の
動
向
に

注
目
し
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

周囲の自然や街並みと調和した施
設を実現できることも、リノベーシ
ョンの大きなメリット。そのポテン
シャルを最大限に活かすためにも、
地域全体の強みや物件のスペック
を調査・把握し、活用していくこと
も重要なポイントとなる。放置して
しまうことで地域の“負の遺産”に
なってしまう建物を再生することが
できれば、地域全体の価値向上に
もつながるはずだ。

地域の強みと
物件の個性を研究

年経た倉庫の無骨な表情や、苔む
した石垣の質感、古民家ならでは
の美しい陰影……など、新築では
実現できない経年変化の風合いな
どを得られるのがリノベーションの
魅力。時間の積み重なりにこそ“価
値”があることをゲストに伝えるた
めの、空間デザインやコミュニケー
ションを用意していることも、今回
の事例取材を通じてわかったこと
のひとつだ。

“古さ”がもつ価値を
ゲストに伝える設計

何を残し、何を造り替えるのか。ひ
と言でリノベーションといっても、

“最適解”はひとつではない。多様
な選択肢を前に迷った時に立ち戻
るべきコンセプトを定義しておくこ
とは、ゴールとなる空間を予算内で
実現するために最も大切なポイント
だろう。また、リノベーションには
構造計算や用途変更などの専門知
識も当然必要。まずは頼れるパー
トナーを見つけておこう。

シンプルで強靭な
コンセプトワーク

リノ ベ ー シ ョ ン の 秘 訣

「ＣＩＴＡＮ」の１階に設けられたカフェ
には、平日ビジネスマンと思しき人が
ひっきりなしに訪れ、お昼の休憩を終
えてコーヒーを手にオフィスに戻る人
や、そのままスタンドで談笑する人な
どが多数見られる。地下１階のレスト
ランには子連れの主婦がランチ会をし
ていた。お洒落なリノベ施設がここ
数年ブームとなっているのはなぜなの
だろう。見た目にセンスの良いものが
流行るのは納得がいくが、それがなぜ
リノベなのかが気になっていた。
　先日、ネットの記事で、とあるクリエ
ータのインタビューにそのヒントを見つ
けた。彼曰く、新しいものをイチから
作ると、嘘っぽくみえてしまって難しい
という。なるほど、つまり、今の若い
人を中心に、リノベーションというのは

「今っぽい」やり方であり、新しく作ら
れるビルや街並みは、お洒落ではな
い、という考えがあるのではないだろ
うか。最近よく聞かれる「エシカル（倫
理的、道徳的）」「サステナブル（継
続性のある）」など、古いものを大切
にする、価値を見出すことが一般的
な感覚となり、若い世代からすると、
新しく何かを作ることよりも、今あるも
のを利活用する方がかっこいい、オシ
ャレであるということなのだろう。この
価値観と、地域側の古い物件の利
活用という目的が合致して、今のリノ
ベーションブームというのは成り立って
いるのだ。だからこそ、リノベーション
には若い世代が関心を持つ。この価
値観を理解した上で、地域のリノベー
ションに取り組めれば、よりブレない
コンセプトのリノベ宿ができあがるに
違いない。（文責／研究員　森戸香
奈子）

とーりまかし的

考察
リノベブームの背景にあるのは

「新しいもの＝ダサい」
という価値観

港
町
の
倉
庫
を
活
用
し
た

サ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
複
合
施
設

03
リノベーション

事例

商店街ホテル 大津町家プロジェクト
滋賀県大津市
taniguchi-koumuten.jp

ONOMICHI U2
広島県尾道市西御所町5-11
www.onomichi-u2.com

サイクリストフレンドリーなホテル「HOTEL CYCLE」の客室。利用者のおよそ３割が訪日外国人だという

町家の風情を残しつつ、断熱性や使い勝手を高めることで現代
仕様にアップデートできるのがリノベーションの魅力だ

大津駅前に位置する「大津百町スタジオ」は、町家をリノベーショ
ンした施設。ここでチェックインなどを行う予定だ

レトロな外観とモダンな内装のギャップも大きな魅力。
「HOTEL CYCLE」では、自転車の客室への持ち込
みや自転車に乗ったままチェックインが可能だ

サイクリストの聖地として知られる「しまなみ海道」の玄
関口となる尾道。港町に面した元海運倉庫を複合施設
としてリノベーションした

先進事例への取材から浮かび上がった、リノベーションのポイントやコツをご紹介！

古
民
家
が
並
ぶ
商
店
街
を
宿
と
し
て
再
生
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

04
リノベーション

事例
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の
啓
発
」。
売
上
拡
大
に
は
遠
回
り
に
思

え
る
方
法
を
と
っ
た
背
景
を
、
ブ
ラ
ン
ド

マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
横
手
さ
ん
に
伺
っ
た
。

 「
ク
リ
ニ
カ
は“
日
本
唯
一
の
歯
垢
を
分
解

す
る
酵
素
配
合
の
ハ
ミ
ガ
キ
”と
し
て
１

９
８
１
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
発
売
よ
り

30
年
以
上
経
ち
、
馴
染
み
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
親
し
ま
れ
る
一
方
、
フ
ァ
ン
の
高
齢

化
や
機
能
性
よ
り
も
安
さ
で
選
ば
れ
る
商

品
と
い
う
悩
み
も
抱
え
て
い
ま
し
た
」

　

ブ
ラ
ン
ド
の
立
て
直
し
に
向
け
市
場
の

現
状
を
探
る
と
、
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
十
分
で
は
な
い

状
況
が
見
え
て
き
た
。
あ
る
調
査
で
は
70

歳
で
残
っ
て
い
る
歯
の
平
均
本
数
は
日
本

で
は
16
・
５
本
、
予
防
歯
科
先
進
国
の
ス

エ
ー
デ
ン
で
は
21
本
だ
と
い
う
。

 

「
こ
う
し
た
社
会
問
題
と
、
ブ
ラ
ン
ド
課

題
の
解
決
策
と
し
て
、“
虫
歯
予
防
”ブ
ラ

ン
ド
だ
っ
た
ク
リ
ニ
カ
を
２
０
１
４
年
よ

り“
予
防
歯
科
”と
い
う
テ
ー
マ
で
再
構
築

し
ま
し
た
。
予
防
歯
科
で
重
要
な
の
は
、

歯
医
者
さ
ん
に
行
く
こ
と
。
従
来
は『
セ

ル
フ
ケ
ア
の
際
に
ク
リ
ニ
カ
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
』と
発
信
し
て
い
ま
し
た
が
、『
歯

科
医
の
処
置
や
指
導
を
定
期
的
に
受
け
る

こ
と
で
、
適
切
な
セ
ル
フ
ケ
ア
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
』と
ア
プ
ロ
ー
チ

を
転
換
。
消
費
者
の
意
識
・
行
動
を
変
え

る
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
」

　

そ
の
一
つ
が「
商
品
を
宣
伝
し
な
い
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」。
Ｃ
Ｍ
で
は
ク
リ
ニ
カ

の
商
品
は
一
度
も
映
ら
ず
、
最
後
の
１
秒

間
は「
定
期
検
診
に
行
き
ま
し
ょ
う
」と
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
る
。

 

「
Ｃ
Ｍ
の
１
秒
を
商
品
以
外
に
使
う
な
ん

て
投
資
効
率
を
考
え
た
ら
と
て
も
で
き
な

い
。
で
す
が
消
費
者
に
予
防
歯
科
の
重
要

性
を
伝
え
る
た
め
、
そ
し
て
販
売
店
様
や

歯
科
医
師
先
生
に
私
た
ち
の
予
防
歯
科
啓

発
に
か
け
る
本
気
度
を
わ
か
っ
て
も
ら
う

た
め
、
こ
の
よ
う
な
形
を
選
ん
だ
の
で
す
」

　

ま
た
、
予
防
歯
科
を
啓
発
す
る
た
め
制

作
し
た
冊
子
で
は
商
品
に
何
一
つ
ふ
れ
ら

れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
広
告
色
が
出
て

く
る
と
行
政
機
関
に
配
布
し
て
も
ら
え
ず
、

波
及
力
が
弱
ま
っ
て
し
ま
う
か
ら
。
短
期

的
な
儲
け
で
は
な
く
、
予
防
歯
科
の
周
知

を
目
指
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
選
択
だ
。

 

「
と
は
い
え
、
慈
善
事
業
で
は
な
い
の
で

い
か
に
売
上
に
つ
な
げ
る
か
も
重
要
。
ロ

ジ
ッ
ク
と
し
て
は
、
予
防
歯
科
の
意
識
が

高
ま
れ
ば
歯
の
ケ
ア
ア
イ
テ
ム
を
使
う
人

が
増
え
、
市
場
も
拡
大
す
る
。
結
果
的
に

ク
リ
ニ
カ
の
売
上
に
返
っ
て
く
る
と
い
う

考
え
方
を
し
て
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
考
え
を
販
売
店
に
も
説
き
、   

「
あ
な
た
に
あ
っ
た
予
防
歯
科
を
提
案
す

る
」と
い
う
趣
旨
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
共
に
ク
リ

ニ
カ
シ
リ
ー
ズ
を
一
体
陳
列
す
る
売
り
場

を
展
開
。
従
来
は
特
定
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
目

立
つ
陳
列
は「
お
客
さ
ま
の
選
択
の
機
会

を
奪
う
」と
し
て
避
け
る
販
売
店
が
多
か

っ
た
が
、
一
連
の
活
動
か
ら「
ク
リ
ニ
カ

は“
予
防
歯
科
と
い
う
価
値
”を
売
っ
て
い

る
」と
の
理
解
を
得
た
結
果
、
実
現
し
た

　

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
市
場
は
こ
こ
数
年
来
、

拡
大
を
続
け
２
３
０
０
億
円
を
超
す
規
模

に
成
長
し
て
い
る
。
主
な
要
因
は
、
消
費

者
の
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
意
識
の
高
ま
り
。
主

力
商
品
の
歯
磨
き
剤
や
歯
ブ
ラ
シ
は
よ
り

高
機
能
・
高
価
格
帯
の
購
入
者
が
増
え
、

自
宅
用
・
会
社
用
な
ど
使
用
シ
ー
ン
の
多

様
化
に
よ
り
購
入
頻
度
も
増
加
。
洗
口
剤

や
フ
ロ
ス
と
い
っ
た
関
連
商
品
の
購
入
者

増
も
、
市
場
の
成
長
を
支
え
て
い
る
。
こ

う
し
て
各
社
が
歯
周
病
や
知
覚
過
敏
な
ど

に
向
け
た
高
付
加
価
値
商
品
で
消
費
者
の

取
り
込
み
を
図
る
な
か
、
ラ
イ
オ
ン「
ク

リ
ニ
カ
」が
選
択
し
た
戦
略
は「
予
防
歯
科

販
売
方
法
だ
。
こ
の
陳
列
に
よ
り
歯
磨
き

剤
＋
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
複
数
商
品
の
購
入
者

が
増
え
、
客
単
価
も
ア
ッ
プ
。
あ
る
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
で
は
当
初
20
店
舗

で
展
開
し
た
と
こ
ろ
手
応
え
を
感
じ
た
た

め
、
約
１
４
０
店
あ
る
全
店
舗
に
予
防
歯

科
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
と
い
う
。

 

「
啓
発
活
動
を
始
め
て
以
降
、
販
売
店
や

歯
科
医
な
ど
多
数
の
協
力
者
を
得
た
の
が

大
き
な
成
果
。
行
政
と
連
携
し
た
活
動
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
は
自
社
の

利
益
だ
け
を
求
め
な
い『
三
方
よ
し
』が
理

想
形
。
一
連
の
活
動
で
は
予
防
歯
科
の
意

識
醸
成
や
販
売
店
の
売
上
増
な
ど
に
貢
献

で
き
た
ほ
か
、
ク
リ
ニ
カ
の
売
上
も
２
年

連
続
２
ケ
タ
成
長
を
実
現
し
ま
し
た
」

　

２
０
１
４
年
か
ら
の
３
年
間
で
、
予
防

歯
科
と
い
え
ば「
ク
リ
ニ
カ
」と
思
い
浮
か

ぶ
ほ
ど
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
転

換
。
４
年
目
の
今
年
は「
０
才
か
ら
の
予

防
歯
科
」の
啓
発
に
重
点
を
置
く
。

 

「
子
ど
も
向
け
商
品
の
売
上
構
成
比
は
数

％
で
、
効
率
か
ら
い
え
ば
重
要
度
は
低
い
。

し
か
し
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
日
本
を
オ

ー
ラ
ル
ケ
ア
先
進
国
に
す
る
こ
と
。
幼
少

期
か
ら
の
歯
磨
き
の
習
慣
形
成
は
、
将
来

の
健
康
な
歯
を
守
る
た
め
に
大
切
で
す
。

そ
し
て
す
ぐ
結
果
は
出
な
く
て
も
、
中
長

期
的
な
視
野
に
立
て
ば
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ス
タ

マ
ー
の
醸
成
に
な
り
、
売
上
と
し
て
必
ず

反
映
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

虫歯予防ブランド「クリニカ」誕生
 「日本唯一の歯垢を分解する酵素配合のハミガキ」を訴求ポイン
トにした虫歯予防ブランドとして発売。「クリニカ」とはクリニック

（診療所）から生まれた名称で、発売当初より予防歯科を意識した
下地はあった。

「予防歯科」をテーマにブランド再構築
　予防歯科とは虫歯になってからの「治療」で
はなく、虫歯になる前の「予防」を大切にする
考え方。歯科医院でのプロケアと、歯科医の
指導に基づくセルフケアの両方によるオーラ
ルケアを提唱。そのため歯科医院での定期
健診を推奨している。

売上が順調に拡大
 「予防歯科といえば？」との問いに約半数が「クリニカ」と答えるほ
ど、新たなブランドイメージが確立。販売面では2015年・2016
年共に前年比2ケタ成長の売上に。クリニカの歯磨き剤と一緒に
同シリーズの他のアイテムを購入する層も増えており、歯ブラシ・
洗口剤・その他デンタル用品の併買者数は2014年と比べて約2
倍～2.3倍に伸びた（ライオン調べ）。

「0才からの予防歯科」へ
　子どものために親子で予防歯科に取り組む「0才からの予防歯
科」を推進。自分のためでは面倒でも、大切な子どものためなら
やる気が湧く人も多い。そして子どもと一緒に取り組みながら親
側の予防歯科意識をも高めていく、との狙いも込められている。

他業界から学ぶ
戦略・戦術のヒント
旅行・観光業以外の業界のマーケティング事例や

調査データから、
PDCAサイクルを実現するヒントを探る

MarketingCrossing

5Vol.

消
費
者
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で

長
期
的
な
市
場
拡
大
を
狙
う

社
会
を
巻
き
込
む
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
売
上
拡
大

「
三
方
よ
し
」を
目
指
す
ク
リ
ニ
カ
の
戦
略

人
口
減
少
の
影
響
を
受
け
て
市
場
が
縮
小
す
る
業
界
も
多
い
が
、
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
市
場
は
比
較
的
順
調
に
成
長
を
し
て
い
る
。

様
々
な
商
品
が
性
能
を
競
う
な
か
で
も
、
ラ
イ
オ
ン「
ク
リ
ニ
カ
」は
２
０
１
４
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
売
上
を
伸
ば
し
て
い
る
。

「
予
防
歯
科
」と
い
う
観
点
で
社
会
啓
発
に
取
り
組
ん
で
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
て
い
る
、
そ
の
取
り
組
み
を
見
て
い
こ
う
。

●取材協力

ライオン株式会社
ヘルス＆ホームケア事業本部 
オーラルケア事業部
ブランドマネジャー
横手弘宣さん
2000年入社。6年間の営業
担当を経て2006年よりマー
ケティング部門の業務に従
事。現在はクリニカのブラン
ドマネジャーを務める。

「年齢に合ったケアがわからない」と悩む親の声も多い。そこで
仕上げみがき専用、0歳～2歳、3歳～5歳と成長に応じて必要
な商品を用意し、適切なケア方法を伝えるリーフレットも制作

「フッ素を口の中に
残す」「歯垢を残さ
ず落とす」「細菌
の増殖を抑える」と
いう予防歯科の3
つのポイントを押
さえた、「歯医者さ
んがすすめるセル
フケア」ができる商
品をラインナップ

1981

2014

2016

2017

ライオン「クリニカ」ブランドの変遷

啓発活動

□	歯科医院 予防歯科を啓発す
る冊子やポスターを制作し、
日本歯科医師会に所属する全
国約7万軒の歯科医院へ配布
している。

□	学校 80年以上前から行って
きた虫歯予防の啓発活動に、
予防歯科の観点を導入。フロ
スの使い方指導やサンプル配
布を実施。

□	行政機関 地方自治体と連携し
て、学校や公共施設における
啓発活動を支援。オーラルケ
アの技術指導や講演、啓発冊
子による情報発信など。

□	販売店 クリニカブランドのラ
インナップを一体陳列する売
り場づくり。消費者が予防歯
科に興味を持ち、手に取りや
すい陳列ツールを用意した。

予防歯科を啓発する
冊子。商品情報は排
除し、歯をモチーフに
したクリニカのロゴマ
ークのみ使用

陳列棚は各商品の数
を減らし、その代わり
に予防歯科情報を発
信するPOPスペース
を設けている

商品展開 ブランド再構築を機に、機能性を強化した「アドバ
ンテージライン」を導入。日本歯科医師会推薦商品を増やす
など、予防歯科に基づく品質設計のセルフケア商品を揃えた

30　June 201731 June 2017　



ご
と
に
独
自
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
だ

か
ら
鑑
定
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
。

 

「
華
麗
」
と
称
え
ら
れ
る
吉
原
氏
の
刃

文
は
、
複
雑
な
リ
ズ
ム
感
を
持
つ
「
丁

子
乱
れ
」。火
を
入
れ
て
み
る
ま
で
ど
う

な
る
か
分
か
ら
な
い
刃
文
を
美
し
く
描

く
た
め
に
必
要
な
の
は
、「
理
想
的
な

刃
文
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
」
だ
と

吉
原
氏
。
そ
れ
は
昔
の
押
し
型
（
刀
剣

の
形
を
写
し
取
っ
た
も
の
）
や
名
刀
を

数
多
く
見
て
学
び
、
好
き
な
刃
文
を
ま

ね
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

 

「
と
に
か
く
一
生
懸
命
や
る
こ
と
で
す
。

あ
と
は
仕
事
の
仕
方
を
自
分
で
工
夫
で

き
な
い
人
は
ダ
メ
で
す
ね
。
ま
あ
セ
ン

ス
の
な
い
人
も
難
し
い
け
ど
ね（
笑
）」

　

吉
原
氏
の
作
品
は
、
伊
勢
神
宮
の
御

神
刀
を
は
じ
め
、
各
地
に
宝
刀
と
し
て

収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、
吉

原
氏
の
刀
を
買
い
た
い
と
い
う
客
は
外

国
人
の
ほ
う
が
多
い
の
だ
と
い
う
。
吉

原
氏
自
身
、
30
年
以
上
前
か
ら
海
外
で

日
本
刀
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
せ
い
も
あ
る
が
、
国
内
で

の
価
値
観
の
問
題
も
少
な
か
ら
ず
あ
る

よ
う
だ
。

 「
日
本
で
は
、『
古
い
も
の
の
ほ
う
が
い

い
』
と
思
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

骨
董
と
ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

ね
。
た
し
か
に
昔
の
素
晴
ら
し
い
名
刀

は
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
現
代
の
鋼

は
昔
よ
り
ず
っ
と
質
が
よ
く
な
っ
て
い

る
し
、
技
術
的
に
優
れ
た
刀
も
あ
る
ん

だ
け
ど
ね
」

　

そ
れ
な
ら
い
っ
そ
、
先
入
観
の
な
い

外
国
人
に
現
代
刀
の
魅
力
を
伝
え
て
い

こ
う
。
そ
の
活
動
は
実
を
結
び
、
今
や

吉
原
氏
の
作
品
は
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
や
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
に
も
収
蔵
さ
れ
、
広
く
海
外
の
市
場

で
そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ
る
存
在
と
な

っ
た
。

　

刃
文
、
姿
か
た
ち
、
鋼
の
質
感
。
改

め
て
眺
め
る
と
、
日
本
刀
は
つ
く
づ
く

　

日
本
刀
の
原
料
は
玉た

ま

鋼は
が
ね。
砂
鉄
を
原

料
に
た
た
ら
吹
き
と
い
う
日
本
古
来
の

製
法
で
作
ら
れ
る
、
と
て
も
高
価
な
素

材
だ
。
こ
の
玉
鋼
を
熱
し
、
練
り
、
折

り
た
た
む
と
い
う
工
程
を
何
度
も
繰
り

返
し
て
、
よ
り
強
い
鋼
へ
と
鍛
え
て
い

く
。
８
０
０
度
も
の
高
温
を
生
み
出
す

た
め
、
１
本
の
刀
を
つ
く
る
ま
で
に
は

何
俵
も
の
炭
を
灰
に
す
る
。
鍛
錬
を
経

て
均
質
化
し
、
不
純
物
が
抜
け
た
鋼
は
、

も
と
の
半
分
の
量
に
な
る
か
わ
り
に
、

比
類
な
い
硬
さ
と
強
さ
を
身
に
つ
け
る
。

質
感
も
、
機
械
的
に
精
錬
し
た
鋼
と
は

全
く
異
な
る
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

「
鍛
錬
こ
そ
刀
鍛
冶
に
と
っ
て
一
番
大

事
な
仕
事
」
と
吉
原
氏
が
語
る
所
以
だ
。

そ
し
て
、
刀
に
命
を
吹
き
込
む
「
焼
き

入
れ
」。刀
身
に
焼や

き

刃ば

土つ
ち

を
塗
り
、高
温

に
熱
し
て
お
い
て
か
ら
急
激
に
水
で
冷

や
す
作
業
だ
。
こ
う
す
る
こ
と
で
表
面

の
結
晶
が
変
化
し
て
刃
先
の
硬
度
は
よ

り
高
く
な
る
。
こ
の
と
き
に
生
ま
れ
る

の
が
刃は

文も
ん

と
呼
ば
れ
る
刀
身
の
波
模
様

だ
。
静
か
な
水
面
の
よ
う
な
も
の
、
遠

い
山
並
み
の
よ
う
な
も
の
、
桜
の
花
び

ら
の
よ
う
な
も
の
、
丁
子
（
ク
ロ
ー
ブ
）

の
花
を
並
べ
た
よ
う
な
も
の
…
…
刀
匠

美
し
い
。
し
か
し
同

時
に
一
つ
の
疑
問
が

浮
か
ん
で
く
る
。
日

本
刀
は
道
具
な
の
か
、

美
術
品
な
の
か
︱
︱

武
器
と
し
て
使
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
今 

、

も
は
や
日
本
刀
は
美

し
け
れ
ば
よ
い
の
だ

ろ
う
か
？
吉
原
氏
の
つ
く
っ
て
い
る
も

の
は
「
何
」
な
の
か
と
聞
い
て
み
た
。

 

「
昔
、
刀
は
た
ぶ
ん
偉
い
人
か
ら
賜
っ

た
『
宝
物
』
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
も
ち

ろ
ん
武
士
の
時
代
に
は
武
器
と
し
て
使

わ
れ
た
わ
け
で
す
が
、そ
の
間
に
も『
大

事
な
も
の
』
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き

た
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰

で
も
が
持
っ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、

だ
か
ら
こ
そ
持
つ
人
に
と
っ
て
は
精
神

的
な
支
え
で
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

天
皇
の
継
承
の
印
の
一
つ
で
も
あ
る
ほ

ど
で
、他
に
は
な
い
格
が
あ
る
の
で
す
」

　

美
し
く
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
道
具
と
し
て
力
を
秘
め
て
も
い
る
。

だ
か
ら
精
神
的
な
支
え
と
な
り
、
宝
と

も
な
る
。そ
ん
な
特
性
は
た
し
か
に
、刀

独
特
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

「
だ
か
ら
私
た
ち
は
、
大
事
に
さ
れ
る

に
値
す
る
も
の
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
ん
で
す
」
と
吉
原
氏
は
微
笑
ん

で
み
せ
た
。

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

伝統的な道具あるいは工芸品として、独自の美しさを放ち続ける日本刀。
その価値を守り伝える人の仕事は、旅先としての日本の価値を考えるヒントにもなる。

古
来
、日
本
刀
は「
宝
物
」で
あ
り
、

持
つ
人
に
とって
は
精
神
的
な
支
え
だ
っ
た
。

私
た
ち
は
、大
事
に
す
る
に
値
す
る
も
の
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
。

写真＝佐藤兼永

美
し
い
刃
文
は
当
代
随
一

現
代
の
名
刀
を
鍛
え
続
け
る
匠

刀
鍛
冶吉

原
義
人

美
し
い
刃
文
を
描
く
た
め
に
は

理
想
の
刃
文
の
イ
メ
ー
ジ
が
必
要

Yoshindo Yoshihara

39

吉原氏が日本刀の魅力を海外に向け
て発信する活動を始めたのは1980年
代。写真を中心とした英語の書籍も、
すでに4冊を出版している。「美しいも
のに対する感性は世界共通」と吉原
氏が言うように、現在はアメリカ合衆国
と、イタリアなどのヨーロッパにも根強
いファンを持つ。吉原氏もアメリカ、カリ
フォルニア州にも工房を持ち、年に数
週間はそこで制作に取り組んでいる。

日本刀を紹介する
著書4冊を
すべて英語で出版

先
入
観
の
な
い
外
国
人
が

現
代
刀
の
価
値
を
見
出
し
た

2012年刊行の“The Art of the Japanese 
SWORD”では、名刀の美しさを紹介しつつ日本
刀の歴史や製法などを解説している

厳しく技を追求する職人でありながら、フレンドリーな笑
顔と明るい語り口がチャーミングな吉原氏。取材中、イ
タリアからの見学客が訪れると、流暢な英語で自ら工房
を案内する一面も見せた

大
事
に
す
る
に
値
す
る
も
の
を

つ
く
る
義
務
が
あ
る

1943年東京都生まれ。祖父、吉原国家のもとで修行
を積み、刀剣界の最高賞である高松宮賞受賞などを経
て、39歳のとき史上最年少（当時）で刀匠の最高位で
ある無鑑査認定を受ける。東京都無形文化財保持者

32　June  201733 June  2017　 　



「DMO」の現在の登録状況は、
広域連携DMO6件、地域連携
DMO67件、地域DMO72件の
計145件です（5月12日時点）。一
見順調に見えますが、実際は苦
労の連続との声を聞きます。欧
米各国のDMOは、データマネジ
メント型、資源開発連携型など
様々な特徴がありますが、「成功」
の定義が難しく、そこで今回は、
地域にとってのDMOが機能する
ポイントに焦点をあてました。各
DMOと地域の目指す未来や地
域の個性によって、地域経営の
力点は変わってきます。地域の
目指す未来の実現には地域経
営力は必ず必要です。JRCは今
後も「地域経営力（DMO）」を
深く研究し、みなさまに共有して
いきたいと思っております。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げていくこと、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-6834-8628
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、GAP調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、勉強会など
○Webサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRCが得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たに
作る→磨く→情報発信→誘客→振り返り→
次へ、というサイクルをまわしながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2014年
12月号

コミュニティサイクル、
大自然を横断するモビリティ…
観光周遊の切り札
いま前進する！二次交通

情報理解・予約・決済…
観光地“滞在中”
  ×
スマートフォンが拓く
新たな旅の
消費スタイルとは

さとみんがゆく！
 今号のこだわり産品
山梨県塩山産
奥野田葡萄酒

価値と感動を生み出す人に
インタビュー
マエストロの肖像
赤城乳業株式会社
営業本部マーケティング部次長
萩原史雄氏

人
口
減
少・
低
成
長
時
代
の

地
域
コ・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

み
ん
な
ゴ
ト
化
×
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
、

地
域
に
創
造
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
す
！

若者消費マーケティング
ゼミナール
本当に若者は
「クルマ離れ」なのか？

38

市場は回復傾向！ 今こそ考えたい「訪れる理由作り」と
「現地消費額アップ策」

心を動かす、日本を元気にする観光・レジャーのプロデューサー応援情報誌

2014年
9月号

未来消費のカギを握るのは
あの時代！？バブル世代の親子消費を促す
「旅行」の可能性を考える

新幹線の開業、新駅誕生、
新潮流LCC・高速バスの躍進変化の時をどう活かす？一次交通と地域の企て

さとみんがゆく！今号のこだわり産品北海道 秩父別産ちっぷべつ緑のラングドシャ

人を呼ぶ、サービスの仕掛け人にインタビューマエストロの肖像株式会社中川政七商店 代表取締役社長 十三代

中川 淳氏

新連載
若者消費マーケティングゼミナール VOL.1若者たちの行動を握る“幹事役”は誰だ!?

じゃらん宿泊旅行調査2014国内宿泊旅行調査最新レポート

元
気
に
す
る

レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
1
4
年
9
月
号
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心を動かす、

日本を元気に
する

観光・レジャ
ーの

プロデューサ
ー

応援情報誌
2014年
6月号

日帰り狭域
おでかけ調

査調査レポート

地元の情報
はまだまだ

知られてい
ない？

狭域おでか
けマーケット

を

発掘せよ！

全国172ヶ
所のスキー

場で

約52.5万人
が滑った！遊

んだ！他業種連携
もスタート

雪マジ！19
～SNOW 

MAGIC～

3rdシーズ
ン

取組み報告

研究テーマ
の進捗報告

こちらＪＲＣ
研究室

さとみんがゆ
く！

 今号のこだ
わり産品

岩手県陸前
高田産

みそパンデ
ロウ

価値と感動
を生み出す

人に

インタビュー

マエストロの
肖像

元プロ野球
選手

石井一久氏

農
山
漁
村
と
観
光
の

コ
ラ
ボ
術

地
産
品
・
ロ
ー
カ
ル
体
験
が

地
域
経
済 

＆ 

リ
ピ
ー
ト
に
効
く

農
林
水
産
省 

平
成
25
年
度 

都
市
農
村
共
生
・
対
流
総
合
対
策
交
付
金

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
対
策

「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
」

農
林
水
産
省 

平
成
25
年
度 

日
本
の
食
を
広
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
食
の
モ
デ
ル
地
域
育
成
事
業
」「
消
費
拡
大
全
国
展
開
事
業
」

日帰り狭域
おでかけ調

査調査レポート

地元の情報
はまだまだだ

知られてい
ない？

狭域おでか
けマーケットット

を

発掘せよ！

研究テーマ
の進捗報告

研究室
こちらＪＲＣ

研究室ＪＲＣ研究室

さとみんがゆ
く！

 今号のこだ
わり産品品

岩手県陸前
高田産高田産

みそパンデ
ロパンデロウデロウ

価値と感動
を生み出す

人に

インタビュー

マエストロの
肖像

元プロ野球
選手

石井一久氏

観
光
の

観
光
の
光
の

～～
ととと
観観観

くく

を

観
光
の

観
光
の
光
の
光光光光光光

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
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株式会社 信州たかやまワイナリー
長野県上高井郡高山村大字高井字裏原7926
☎026-214-8726  
http://www.shinshu-takayama.wine/

　

桜
満
開
の
４
月
15
日
18
時
、

高
山
村
で
は
、
こ
の
日
初
め
て

お
披
露
目
さ
れ
た
ワ
イ
ン
で
一

斉
に
乾
杯
し
、
S
N
S
で
発
信

す
る「
お
ご
っ
そ
に
乾
杯
！
」

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
特

設
会
場
や
自
宅
な
ど
思
い
思
い
の
場
所

で
乾
杯
し
た
村
民
に
と
っ
て
、
念
願
の

お
ら
が
村
の
ワ
イ
ン
で
あ
る
。

　

日
本
の
ワ
イ
ン
醸
造
の
歴
史
は
、
１

８
７
０
年
代
、
山
梨
県
甲
府
市
に
遡
る
。

約
1
4
0
年
経
っ
た
現
在
で
は
、
甲
州

ワ
イ
ン
は
国
際
的
に
も
一
目
置
か
れ
る

存
在
と
な
り
、
国
内
各
地
に
ワ
イ
ン
産

地
が
誕
生
し
た
。
中
で
も
長
野
県
は
、

国
際
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
数
々
の
入

賞
を
お
さ
め
、
国
際
会
議
で
海
外
か
ら

の
賓
客
を
も
て
な
す
ワ
イ
ン
に
採
用
さ

れ
る
な
ど
、
高
品
質
な
ワ
イ
ン
産
地
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
気
候
や
土
壌

な
ど
に
恵
ま
れ
た
高
山
村
の
ワ
イ
ン
ブ

ド
ウ
も
、
県
内
外
の
名
だ
た
る
ワ
イ
ン

の
隠
れ
た
立
役
者
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
き
た
。
１
９
９
６
年
、
大
手
ワ
イ

ン
メ
ー
カ
ー
の
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
の
契
約

栽
培
に
始
ま
り
、
10
年
後
に
は
、
栽
培

家
を
中
心
と
し
た『
高
山
ワ
イ
ン
ぶ
ど

う
研
究
会
』を
発
足
。「
高
山
村
に
自
分

た
ち
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
作
り
た
い
」と

い
う
思
い
を
抱
い
た
メ
ン
バ
ー
は
、
今

春
よ
う
や
く
夢
を
叶
え
て
美
酒
を
味
わ

っ
た
。
20
年
前
、
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
の

社
員
と
し
て
高
山
村
と
出
会
い
、
そ
の

後
、
高
山
村
産
ワ
イ
ン
の
歴
史
の
要
所

要
所
で
運
命
の
よ
う
に
村
と
の
縁
を
深

め
て
き
た
鷹
野
永
一
さ
ん
は
、
高
山
村

の
ワ
イ
ン
専
門
の
職
員
を
経
て
、
現
在

は
信
州
た
か
や
ま
ワ
イ
ナ
リ
ー
醸
造
責

任
者
を
務
め
て
い
る
。
い
つ
か
は
ワ
イ

ン
産
地
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
、
近

隣
の
ワ
イ
ン
産
地
の
人
々
と
の
交
流
を

深
め
、
ワ
イ
ン
の
魅
力
を
伝
え
て
き
た
。

今
春
、
村
内
限
定
流
通
で
販
売
開
始
し

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ザ
ー
ブ
シ
リ
ー
ズ

「
N
a

h
o
」の
白
ワ
イ
ン
は
既
に
完

売
。
今
後
も
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
く

村
内
の
ブ
ド
ウ
畑
と
と
も
に
、
ワ
イ
ン

の
生
産
量
が
増
え
て
い
き
、
や
が
て
世

界
に
羽
ば
た
く
日
が
楽
し
み
な
ワ
イ
ナ

リ
ー
だ
。

われらの流儀
ワイン産地には「いいつくりて（栽培家／醸造家）」と「いい
飲み手」、厳しく温かくワイナリーを見守る地域の人々の存
在が欠かせない。高山村は、ワインを介して高い志を持つ
人と人とが結びついていく、価値ある産地でありたいと思う。

高山村：人口7,193人（平成29年4月1日現在）

2017年4月15日にお披露目さ
れた「Na ho（なっちょ）」（ロゼ
ワイン／白ワイン 各1620円）。
「なっちょ」は「元気にやって
る？」「今夜いっぱい一緒にど
う？」という意味。高山産のブ
ドウを100%使用し、信州たか
やまワイナリーで醸造された本
当の初物だ。６月には違うタイ
プの商品もお目見えする予定

1996年、高山村に初めてのぶ
どう苗が植えられから約20年。
現在はシャルドネ、ソービニヨン・
ブラン、メルロー、カベルネ・ソ
ーヴィニヨンの他、ピノ・ノワー
ルなどの品種も栽培されている

ワイナリーからは、「日本で最も美しい村連合」に加盟
する高山村の里山と北アルプスの山並みを一望。実り
の季節には、収穫の喜びにあふれる

今
春
、念
願
の
村
の
ワ
イ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
！

世
界
に
誇
る
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
の
産
地
が

世
界
に
羽
ば
た
く
ワ
イ
ン
産
地
に

長
野
県 

上
高
井
郡
高
山
村


